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東
欧
三
国
の
移
民
問
題

材　

木　
　

和　

雄

広
島
大
学
大
学
院
総
合
科
学
研
究
科
教
授

　
　
　

 

ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ボ
ス
ニ
ア･

ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ 　
　
　

一
　
は
じ
め
に

油
井
清
光
教
授
と
出
会
っ
た
の
は
一
九
七
九
年
四
月
、
神
戸
大
学

文
学
部
の
四
年
生
の
時
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
に
油
井
さ
ん
は
大
学
院

の
修
士
課
程
に
入
学
さ
れ
た
。
そ
れ
以
来
一
学
年
下
の
後
輩
と
し
て

学
部
と
大
学
院
の
一
〇
年
間
、
濃
密
な
付
き
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
共
通
の
恩
師
は
長
谷
川
善
計
先
生
で
あ
る
。
藤
井
勝
さ
ん
、

高
井
康
弘
さ
ん
を
交
え
た
鍛
錬
の
日
々
の
光
景
は
忘
れ
え
ぬ
思
い
出

で
あ
る
。
そ
の
後
に
私
は
就
職
の
た
め
神
戸
を
離
れ
、
油
井
さ
ん
と

の
関
係
は
疎
遠
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
に
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か

ら
再
び
濃
密
な
付
き
合
い
が
復
活
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
一
九
九
四

年
に
私
が
研
究
代
表
を
務
め
た
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
国
際
学

術
研
究
の
共
同
研
究
者
に
加
わ
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

研
究
課
題
は
「
社
会
主
義
企
業
の
民
営
化
の
進
行
状
況
と
課
題
」

で
あ
っ
た
。
こ
の
研
究
は
元
々
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
企
業
を
対

象
に
行
う
こ
と
を
申
請
書
に
記
し
て
い
た
。し
か
し
、こ
の
と
き
ユ
ー

ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
は
内
戦
の
最
中
に
あ
り
、
文
部
省
の
科
研
担
当
者
か

ら
の
内
々
の
話
と
し
て
調
査
の
対
象
国
を
変
更
す
る
こ
と
が
採
択
の

条
件
と
い
わ
れ
た
。
そ
こ
で
中
国
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
追
加
し
、
内
定

が
決
定
し
た
。
こ
の
と
き
油
井
さ
ん
に
は
急
遽
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
担
当

す
る
共
同
研
究
者
に
な
っ
て
も
ら
っ
た
。

油
井
さ
ん
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
出
身
の
社
会
学
者
で
あ
る
フ
ロ
ー
リ

ン
・
ズ
ナ
ニ
エ
ツ
キ
の
社
会
学
方
法
論
に
関
す
る
研
究
で
修
士
論
文

を
お
書
き
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
こ
の
共
同
研
究
に
お
誘
い
し
た
理
由

で
あ
る
。
油
井
さ
ん
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会
に
興
味
が
あ
り
、
研
究
分

担
者
に
な
る
こ
と
に
二
つ
返
事
で
承
諾
い
た
だ
い
た
。
研
究
期
間
中

に
は
私
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
友
人
の
家
庭
に
再
三
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

し
、
大
変
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
。
ヤ
ロ
ス
ラ
フ
と
い
う
東
部
国

境
に
近
い
町
で
あ
っ
た
た
め
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
友
人
と
三
人
で
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
町
ま
で
出
か
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
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ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
南
部
に
あ
る
古
都
ク
ラ
ク
フ
の
ヤ
ゲ
ウ
ォ
大
学

に
滞
在
し
、
哲
学
部
の
研
究
者
と
交
流
し
た
。
そ
の
後
に
神
戸
大
学

文
学
部
と
ヤ
ゲ
ウ
ォ
大
学
哲
学
部
は
部
局
間
協
定
を
結
び
、
研
究
者

の
往
来
が
始
ま
っ
た
。
故
大
野
道
邦
先
生
も
行
か
れ
た
と
聞
い
て
い

る
。
こ
れ
は
そ
の
後
に
大
学
間
協
定
に
発
展
し
、
こ
の
協
力
関
係
を

基
礎
に
神
戸
大
学
は
二
〇
一
五
年
に
ヤ
ゲ
ウ
ォ
大
学
比
較
文
明
研
究

所
内
に
神
戸
大
学
ポ
ー
ラ
ン
ド
拠
点
（
ク
ラ
ク
フ
）
を
開
所
し
た
。

四
番
目
の
海
外
拠
点
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
回
の
論
稿
も
東
欧
社
会
に
関
す
る
私

の
研
究
に
引
き
付
け
て
書
く
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

も
っ
と
具
体
的
に
言
う
と
東
欧
の
三
国
、ポ
ー
ラ
ン
ド
、ク
ロ
ア
チ
ア
、

お
よ
び
ボ
ス
ニ
ア･

ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
移
民
問
題
で
あ
る
。

二
　
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
移
民
問
題

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
話
か
ら
始
め
た
い
。
私
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
初
め
て

訪
問
し
た
の
は
一
九
八
六
年
九
月
、
ま
だ
社
会
主
義
の
時
代
で
あ
っ

た
。
物
価
は
安
か
っ
た
が
、
ス
ー
パ
ー
や
百
貨
店
に
入
っ
て
も
め
ぼ

し
い
商
品
が
な
か
っ
た
。
同
国
は
当
時
経
済
危
機
の
最
中
で
外
貨
の

不
足
に
悩
ん
で
お
り
、
輸
入
品
は
希
少
で
あ
っ
た
。
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

を
旅
先
で
仲
良
く
な
っ
た
人
々
に
分
け
て
あ
げ
る
と
大
変
喜
ば
れ
た
。

し
か
し
、
市
場
経
済
に
転
換
後
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
飛
躍
的
な
経
済

発
展
を
遂
げ
た
。
現
在
の
経
済
規
模
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は
Ｅ
Ｕ
加
盟
二
八

カ
国
の
中
で
第
八
位
、
旧
ソ
連
を
除
く
東
欧
諸
国
の
中
で
は
最
大

の
人
口
と
面
積
を
有
す
る
地
域
大
国
で
あ
る
。
国
民
の
生
活
水
準

も
飛
躍
的
に
向
上
し
て
い
る
。
東
欧
革
命
が
起
こ
っ
た
一
九
八
九

年
に
一
七
六
九
ド
ル
に
過
ぎ
な
か
っ
た
一
人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

二
〇
一
八
年
に
一
万
四
六
九
〇
ド
ル
、
名
目
で
は
八
倍
超
に
増
大
し

た
。
国
民
一
人
当
た
り
の
生
活
水
準
・
豊
か
さ
を
示
す
購
買
力
平
価

ベ
ー
ス
で
の
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
二
〇
一
八
年
に
三
万
一
六
五
〇

ド
ル
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
平
均
の
七
三
％
、
ド
イ
ツ
の
六
割
の
水
準
に
達
し

て
い
る
。
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
翌
年
の

二
〇
〇
九
年
で
さ
え
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
二
・
八
％
の
プ
ラ
ス
成
長
を

維
持
し
た
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
成
長
率
は
こ
の
年
、マ
イ
ナ
ス
五
・

四
％
に
沈
ん
だ
。
こ
こ
五
年
の
経
済
成
長
率
は
毎
年
四
％
台
を
維
持

（
二
〇
一
七
年
は
四
・
七
％
）
し
て
い
る
。
経
済
の
発
展
は
ド
イ
ツ
を

上
回
る
勢
い
で
あ
り
、
経
済
成
長
率
も
Ｅ
Ｕ
諸
国
の
中
で
は
最
も
安

定
的
に
推
移
し
て
い
る（

１
）。

な
ぜ
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
こ
の
よ
う
に
め
ざ
ま
し
い
経
済
発
展
を
成
し

遂
げ
た
の
か
。
四
つ
ほ
ど
大
き
な
要
因
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
国
民
の
平
均
的
な
教
育
水
準
と
文
化
水
準
が
元
々
高
く
、
勤

勉
な
国
民
性
を
有
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。第
二
に
国
民
は
民
族
的
・

宗
教
的
に
同
質
的
で
あ
り
、政
治
的
に
安
定
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

第
三
に
体
制
転
換
後
に
大
胆
な
経
済
改
革
を
短
期
間
に
断
行
し
、
市

場
経
済
の
シ
ス
テ
ム
を
整
え
た
こ
と
で
あ
る
。
第
四
に
二
〇
〇
四
年

の
Ｅ
Ｕ
加
盟
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
最
大
の
要
因
は
何
と
い
っ
て
も
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四
番
目
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
で
あ
ろ
う
。

市
場
経
済
移
行
後
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
対
外
開
放
型
の
成
長
戦
略
を

と
り
、
外
国
資
本
の
直
接
投
資
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
経
済
成
長

の
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
き
た
。
も
っ
と
も
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
以
前
の
外
国
企

業
の
投
資
は
優
良
国
有
企
業
と
銀
行
の
買
収
が
中
心
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
に
よ
っ
て
国
境
は
な
く
な
り
、
関
税
や
労
働
法
制

を
は
じ
め
、
様
々
な
障
壁
が
な
く
な
っ
た
。
司
法
や
経
済
シ
ス
テ
ム

は
す
べ
て
「
Ｅ
Ｕ
基
準
」
に
改
め
ら
れ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
、チ
ェ
コ
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
三
国
で
は
教
育
水
準
と
労
働
意
欲
の
高
い
比
較
的
若

い
労
働
者
が
多
数
存
在
し
、
そ
の
一
方
で
賃
金
水
準
は
西
欧
諸
国
の

数
分
の
一
（
た
と
え
ば
ド
イ
ツ
の
四
分
の
一
）
の
水
準
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
、
チ
ェ
コ
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
と
も
に
、

西
欧
市
場
向
け
の
輸
出
生
産
拠
点
と
し
て
一
躍
脚
光
を
浴
び
、
外
国

か
ら
の
直
接
投
資
が
急
増
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
同
国
で
は
新
規

の
工
場
の
開
設
が
相
次
ぎ
、
製
造
業
の
生
産
と
輸
出
が
大
き
く
拡
大

し
た
。
日
本
の
製
造
業
は
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
安
価
な
労
働
力
を

求
め
て
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
進
出
し
た
が
、
そ
こ
で
は
大
変

な
苦
労
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
欧
州
の
企
業
は
陸
付
き
の
Ｅ
Ｕ

域
内
に
安
価
で
優
秀
な
労
働
力
の
供
給
源
を
見
出
し
、
好
立
地
の
輸

出
拠
点
を
形
成
で
き
た
。
現
在
の
Ｅ
Ｕ
、
と
く
に
ド
イ
ツ
の
発
展
は

こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

Ｅ
Ｕ
加
盟
は
も
う
一
つ
の
大
き
な
影
響
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
与
え

た
。
国
外
移
住
者
の
増
加
で
あ
る
。
東
欧
諸
国
全
般
に
つ
い
て
あ
て

は
ま
る
こ
と
で
も
あ
る
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
人
々
に
は
国
外
移
民
の

伝
統
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
プ
ロ
イ
セ
ン
、
ロ
シ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

に
よ
っ
て
そ
の
領
土
を
再
三
奪
わ
れ
、
一
八
世
紀
末
に
は
完
全
に
独

立
を
失
っ
た
こ
と
や
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
共
産
主
義
国
に
な
っ
た

こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
以
前
に
も

国
外
に
は
多
数
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
の
人
々
が
居
住
し
て
い
た
。
翻
っ

て
考
え
る
と
、
神
戸
大
学
の
油
井
教
授
が
修
士
課
程
時
代
に
研
究
し

た
ズ
ナ
ニ
エ
ツ
キ
は
ア
メ
リ
カ
社
会
学
と
シ
カ
ゴ
学
派
の
記
念
碑

的
業
績
と
称
さ
れ
る
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ポ
ー
ラ

ン
ド
農
民
』
の
共
著
者
で
あ
り
、
そ
の
第
五
巻
で
一
九
世
紀
末
か
ら

二
〇
世
紀
初
頭
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
農
民
の
態

度
変
容
と
移
民
社
会
の
再
組
織
化
を
分
析
し
た
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
は
東
欧
諸
国
の
中
で
は
地
理
的
に
最
も
西
欧
諸
国
に

近
い
。
ド
イ
ツ
は
隣
国
で
あ
る
。
主
要
都
市
に
は
鉄
道
や
長
距
離
バ

ス
が
走
る
。
そ
の
た
め
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
以
前
で
も
多
く
の
ポ
ー
ラ
ン
ド

人
は
西
欧
諸
国
に
出
稼
ぎ
に
出
て
い
た
。
私
の
友
人
の
ポ
ー
ラ
ン
ド

人
は
小
学
校
の
教
員
を
し
て
い
た
が
、
学
校
が
長
期
休
業
に
な
る
た

び
に
ド
イ
ツ
に
出
稼
ぎ
に
出
て
い
た
。
し
か
し
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
は
海
外

就
労
の
パ
タ
ー
ン
を
大
き
く
変
え
た
。
Ｅ
Ｕ
域
内
で
の
移
動
の
自
由

が
保
障
さ
れ
た
た
め
、
短
期
滞
在
の
出
稼
ぎ
で
は
な
く
、
長
期
滞
在

の
移
住
が
増
加
し
た
こ
と
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
に
よ
っ
て
直
ち
に
全
面
的
に
移
動
の
自
由

が
認
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
二
〇
〇
四
年
五
月
に
加
盟
を
果
た
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し
た
東
欧
八
カ
国
か
ら
の
労
働
者
に
対
し
て
は
、
移
行
措
置
と
し
て

最
長
七
年
の
就
労
制
限
を
設
け
る
こ
と
が
各
加
盟
国
に
認
め
ら
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は

当
初
か
ら
就
労
制
限
を
設
定
し
な
か
っ
た
。
そ
の
他
の
国
々
も
二
年

か
ら
五
年
で
就
労
制
限
を
撤
廃
し
た
。
最
後
ま
で
就
労
制
限
を
設
定

し
て
い
た
ド
イ
ツ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
も
二
〇
一
一
年
に
規
制
を
撤

廃
し
、
労
働
市
場
を
開
放
し
た
。
同
じ
仕
事
を
し
た
場
合
に
西
欧
諸

国
の
賃
金
水
準
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
数
倍
で
あ
る
。
少
子
化
と
高
齢
化

が
進
む
西
欧
諸
国
で
は
様
々
な
分
野
で
人
手
不
足
が
表
面
化
し
、
移

民
を
引
き
寄
せ
る
要
因
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
新
規
に

Ｅ
Ｕ
に
加
盟
し
た
東
欧
八
カ
国
か
ら
は
多
く
の
労
働
者
が
西
欧
諸

国
に
移
住
し
た
。
こ
の
う
ち
、
東
欧
諸
国
の
中
で
最
大
規
模
の
人

口
（
二
〇
一
〇
年
に
約
三
八
〇
〇
万
人
）
を
有
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
は

移
住
労
働
者
の
最
大
の
供
給
国
と
な
っ
た
。
二
〇
〇
四
年
の
Ｅ
Ｕ
加

盟
後
に
何
百
万
人
も
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
が
よ
り
良
い
暮
ら
し
を
求
め

て
西
欧
諸
国
に
移
住
し
た
と
言
わ
れ
る
が
、
正
確
な
数
は
把
握
さ
れ

て
い
な
い
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
中
央
統
計
局
が
公
表
す
る
デ
ー
タ
に
よ

る
と
、
二
〇
一
六
年
末
に
国
外
に
長
期
滞
在
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
は

二
五
二
万
人
で
あ
り
、
こ
れ
は
二
〇
〇
四
年
末
の
国
外
長
期
滞
在
者

の
二
・
五
倍
で
あ
る（

２
）。

こ
れ
は
政
府
に
届
け
出
を
し
た
者
の
数
な
の

で
実
際
の
移
住
者
の
数
は
も
っ
と
多
い
と
推
察
さ
れ
る
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
で
Ｅ
Ｕ
加
盟
後
に
国
外
移
住
者
が
急
増
し
た
背
景
に

は
雇
用
機
会
の
不
足
と
い
う
国
内
的
要
因
が
あ
っ
た
。
Ｅ
Ｕ
加
盟

前
年
の
二
〇
〇
三
年
の
失
業
率
は
一
九
・
六
％
で
あ
っ
た
。
と
く
に

一
五
歳
か
ら
二
四
歳
の
失
業
率
は
四
三
％
に
達
し
て
い
た
。
二
五
歳

か
ら
三
四
歳
層
で
も
二
〇
・
四
％
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
就
職
難

を
背
景
に
大
量
の
若
者
が
西
欧
諸
国
に
出
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
移

住
先
の
中
で
最
も
数
が
多
か
っ
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
で
あ
る
。
推
定

一
〇
〇
万
人
を
超
え
る
人
々
が
イ
ギ
リ
ス
に
渡
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
が

最
も
多
か
っ
た
理
由
は
就
労
制
限
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
英

国
統
計
局
に
よ
る
と
、
二
〇
一
七
年
一
月
に
イ
ギ
リ
ス
に
滞
在
す
る

ポ
ー
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
人
々
は
九
二
万
二
〇
〇
〇
人
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
は
イ
ギ
リ
ス
に
滞
在
す
る
外
国
生
ま
れ
の

人
々
の
中
で
は
最
も
多
い
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
国
内
の
経
済
事
情
に
戻
る
と
、
そ
の
後
の
経
済
発
展

に
よ
っ
て
雇
用
情
勢
は
著
し
く
改
善
し
た
。
直
近
の
数
字
を
挙
げ
る

と
、
二
〇
一
八
年
第
二
の
四
半
期
の
失
業
率
は
三
・
六
％
ま
で
低
下

し
て
い
る
。
一
五
歳
か
ら
二
四
歳
の
失
業
率
も
一
〇
・
二
％
で
あ
る
。

か
つ
て
の
高
失
業
率
を
知
る
者
に
と
っ
て
は
隔
世
の
感
が
あ
る
数
字

で
あ
る
。
現
在
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
問
題
は
も
は
や
失
業
問
題
で
は

な
い
。
そ
の
真
逆
の
労
働
力
不
足
で
あ
る
。
大
量
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人

が
Ｅ
Ｕ
域
内
の
賃
金
水
準
の
高
い
国
に
去
っ
た
た
め
、
経
済
成
長
が

続
く
国
内
で
は
労
働
力
不
足
の
問
題
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
現
状
で
は
こ
の
労
働
力
需
要
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
て
い
る
の
は

外
国
人
労
働
者
、と
く
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
と
ベ
ラ
ル
ー
シ
人
で
あ
る
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
モ
ル
ド
ヴ
ァ
な
ど
旧
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ソ
連
諸
国
の
市
民
に
短
期
の
就
労
ビ
ザ
を
発
行
し
、
居
住
ビ
ザ
の
道

も
開
い
て
い
る
。と
く
に
隣
国
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
役
割
は
大
き
い
。

最
近
三
年
間
で
は
一
〇
〇
万
人
か
ら
一
五
〇
万
人
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人

が
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
働
い
て
い
る（

３
）。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
語

に
近
く
、
両
国
民
は
少
し
の
努
力
で
意
思
疎
通
が
可
能
で
あ
り
、
言

葉
の
面
で
の
障
壁
は
小
さ
い
。
思
い
起
こ
す
と
、
社
会
主
義
の
時
代

か
ら
多
く
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
往
来
し
、
全
国
各
地

の
青
空
市
場
で
物
売
り
を
し
て
い
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は
ポ
ー
ラ
ン

ド
人
に
と
っ
て
は
最
も
身
近
な
外
国
人
で
あ
っ
た
。
近
年
で
は
ロ
シ

ア
と
の
事
実
上
の
戦
争
状
態
に
あ
る
た
め
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
景
気
低
迷

が
長
期
化
し
、
通
貨
も
急
落
し
た
た
め
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
賃
金
水

準
の
格
差
は
四-

五
倍
に
拡
大
し
た
。
そ
の
た
め
大
量
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
人
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
出
稼
ぎ
に
向
か
っ
て
い
る（

４
）。

こ
れ
だ
け
大
量
の
移
民
を
受
け
入
れ
な
が
ら
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は

人
手
不
足
の
問
題
は
解
消
し
て
い
な
い
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
起
業
家
・

雇
用
者
連
合
（
Ｚ
Ｐ
Ｐ
）
に
よ
る
と
、
今
後
三
〇
年
間
の
経
済
成
長

を
維
持
す
る
た
め
に
は
新
た
に
五
〇
〇
万
人
の
労
働
力
が
必
要
に
な

る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
四
〇
〇
万
人
の
労
働

者
が
不
足
す
る
と
い
う
推
測
も
出
て
い
る
。
こ
れ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人

労
働
者
だ
け
で
埋
め
ら
れ
な
い
数
字
で
あ
る
。
さ
ら
に
大
き
な
問
題

は
、
二
〇
一
七
年
六
月
に
Ｅ
Ｕ
は
規
制
緩
和
を
行
い
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

人
は
ビ
ザ
な
し
で
九
〇
日
間
Ｅ
Ｕ
諸
国
を
自
由
に
旅
行
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
れ
は
就
労
を
認
め
る
も
の
で
は
な
い
が
、
西
欧
の
労

働
市
場
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
に
開
か
れ
る
第
一
歩
に
な
る
と
見
ら
れ
て

い
る
。
す
で
に
多
く
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が
非
合
法
な
形
で
働
き
始
め

て
い
る
よ
う
だ（

５
）。

最
近
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
労
働
者
を
め
ぐ
っ
て
ド

イ
ツ
や
他
の
東
欧
諸
国
と
の
間
で
獲
得
競
争
が
激
し
く
な
り
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
就
労
ビ
ザ
を
取
得
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
一
部
は
賃
金
が

よ
り
高
い
ド
イ
ツ
や
チ
ェ
コ
の
企
業
に
流
出
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
る（

６
）。

二
〇
一
五
年
に
起
こ
っ
た
難
民
危
機
に
際
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
ハ

ン
ガ
リ
ー
や
チ
ェ
コ
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
と
と
も
に

ア
フ
リ
カ
や
中
東
か
ら
の
難
民
の
受
け
入
れ
分
担
を
拒
否
し
、
ド

イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
が
主
導
す
る
欧
州
委
員
会
か
ら
批
判
を
受
け
て
い

る
。
欧
州
委
員
会
か
ら
見
れ
ば
こ
れ
ま
で
多
額
の
Ｅ
Ｕ
補
助
金
を
受

け
取
っ
て
い
な
が
ら
Ｅ
Ｕ
の
共
通
政
策
に
反
対
す
る
の
は
け
し
か
ら

ん
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
東
欧
諸
国
の
国
民
の
間
に
は
ア
フ
リ
カ

や
中
東
か
ら
の
移
民
の
受
け
入
れ
に
は
抵
抗
感
が
大
き
い
。
と
く
に

ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
日
本
以
上
に
単
一

民
族
国
家
の
性
格
が
強
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
が
、
も
う
一
つ
の
事

情
と
し
て
国
民
の
九
〇
％
超
が
信
仰
心
の
篤
い
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
教
会
の
数
が
非
常
に
多

い
国
で
あ
り
、
西
欧
諸
国
に
比
べ
て
教
会
に
通
う
人
の
数
も
格
段
に

多
い
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
移
民
の
増
加
に
よ
っ
て
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
へ
の
出
席
者
が
増
え
、
新
た
な
教
会
の
開
設
も
増
え

て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
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さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
は
人
手
不
足
を
補
う
た
め
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

政
府
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
拡
大
に
向
け
て
フ
ィ
リ

ピ
ン
政
府
と
協
議
を
進
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
フ
ィ
リ
ピ
ン

人
な
の
か
と
言
え
ば
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
同
様
に
敬
虔

な
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
が
国
民
の
大
多
数
を
占
め
る
国
で
あ
る
こ
と
が

大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。「
こ

れ
ま
で
人
材
の
供
給
源
だ
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
セ
ル
ビ
ア
な
ど
で
、

人
材
の
流
出
が
進
み
供
給
が
ま
ま
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る（

７
）」

と
い
う

事
情
も
あ
る
。
た
だ
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
労
働
者
を
狙
っ
て
い
る
の

は
ポ
ー
ラ
ン
ド
だ
け
で
は
な
い
。
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
、

ル
ー
マ
ニ
ア
も
人
手
不
足
か
ら
ア
ジ
ア
の
労
働
者
に
労
働
市
場
を
開

放
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

中
東
や
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
難
民
・
移
民
の
受
け
入
れ
に
抵
抗
し
な

が
ら
、
ア
ジ
ア
の
労
働
者
を
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
の
は
身
勝
手
な

選
別
政
策
で
あ
り
、欧
州
連
合
内
で
は
ひ
ん
し
ゅ
く
を
買
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
東
欧
諸
国
の
労
働
力
不
足
の
問
題
は
外
国
人
人
材
の
受
け

入
れ
拡
大
を
進
め
よ
う
と
す
る
日
本
に
と
っ
て
注
意
す
べ
き
動
き
で

あ
る
。
近
い
将
来
に
ア
ジ
ア
の
労
働
者
は
欧
州
勢
を
巻
き
込
ん
で
激

し
い
争
奪
戦
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

三
　
ク
ロ
ア
チ
ア
の
国
外
移
住
者
の
動
向

ク
ロ
ア
チ
ア
は
一
九
九
一
年
に
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
連
邦
か
ら
独

立
し
た
国
で
あ
る
。
社
会
主
義
の
時
代
に
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
は
ソ

連
の
よ
う
な
計
画
経
済
で
は
な
く
、
企
業
の
経
営
自
主
権
を
大
幅
に

認
め
、
市
場
原
理
を
部
分
的
に
導
入
し
て
比
較
的
効
率
の
よ
い
経
済

制
度
を
形
成
し
て
い
た
。
企
業
の
統
治
も
そ
の
企
業
に
働
く
従
業
員

に
管
理
権
を
与
え
る
労
働
者
自
主
管
理
制
度
を
採
用
し
、
従
業
員
の

労
働
意
欲
も
高
か
っ
た
。
東
西
冷
戦
の
時
代
に
こ
の
国
の
指
導
者
チ

ト
ー
は
非
同
盟
運
動
を
主
導
し
て
い
た
た
め
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア

の
企
業
は
政
治
体
制
に
関
係
な
く
諸
外
国
に
工
業
製
品
を
輸
出
で
き

た
。
途
上
国
の
イ
ン
フ
ラ
建
設
や
産
業
整
備
の
事
業
に
参
加
し
、
利

益
を
上
げ
た
企
業
も
多
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
社
会
主
義
の
時
代
に

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
は
他
の
東
欧
諸
国
よ
り
も
経
済
的
に
繁
栄
し
た

国
だ
っ
た
。
こ
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
連
邦
の
中
で
ク
ロ
ア
チ
ア
は

ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
と
共
に
先
進
共
和
国
で
あ
り
、
外
貨
の
稼
ぎ
手
で

あ
っ
た
。
輸
出
競
争
力
が
高
い
製
造
業
が
あ
っ
た
こ
と
と
、
長
い
海

岸
線
を
有
す
る
ア
ド
リ
ア
海
沿
岸
部
か
ら
大
き
な
観
光
収
入
を
得
て

い
た
た
め
で
あ
る
。

し
か
し
、
政
治
経
済
体
制
の
転
換
後
に
こ
の
国
の
経
済
は
低
迷
し

た
。
こ
の
こ
と
は
二
〇
〇
〇
年
代
に
Ｅ
Ｕ
に
新
規
加
盟
し
た
東
欧
諸

国
と
比
べ
る
と
顕
著
に
判
明
す
る
。
ザ
グ
レ
ブ
経
済
研
究
所
の
グ
ー

ス
テ
・
サ
ン
テ
ィ
ニ
（Guste Santini

）
と
サ
ン
ド
ラ
・
ベ
ー
ベ
ク

（Sandra Bebek

）
は
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
の
ク
ロ

ア
チ
ア
の
経
済
発
展
の
動
向
を
他
の
東
欧
諸
国
と
比
較
分
析
し
て
い

る
が
、
そ
の
結
果
を
簡
単
に
ま
と
め
た
も
の
が
表
１
で
あ
る
。
東
欧
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諸
国
は
一
九
九
〇
年
以
降
の
経
済
成
長
の
度
合
い
か
ら
み
て
二
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
二
極
分
解
し
て
い
る
。一
つ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
、ス
ロ
ヴ
ェ

ニ
ア
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
チ
ェ
コ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
な
る
高
成
長

グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ブ

ル
ガ
リ
ア
か
ら
な
る
低
成
長
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
社
会
主
義
の
時
代

に
は
ク
ロ
ア
チ
ア
は
東
欧
諸
国
で
は
先
進
国
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い

た
が
、
そ
の
後
の
経
済
不
振
に
よ
っ
て
低
成
長
グ
ル
ー
プ
に
後
退
し

て
し
ま
っ
た
。
表
１
に
よ
る
と
、
市
場
経
済
へ
の
移
行
後
に
最
大
の

大
き
さ
に
な
っ
た
二
〇
〇
八
年
の
経
済
規
模
は
実
質
で
は
一
九
九
〇

年
比
で
二
一
％
の
増
加
に
過
ぎ
な
い
。
二
〇
一
二
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
指
数

は
一
九
九
〇
年
を
一
〇
〇
と
し
て
一
〇
七
・
九
に
と
ど
ま
る
。
こ
れ

は
東
欧
八
カ
国
の
中
で
は
増
加
の
割
合
が
最
も
小
さ
い
。

グ
ー
ス
テ
・
サ
ン
テ
ィ
ニ
ら
の
研
究
が
取
り
扱
っ
て
い
る
期
間

は
二
〇
一
二
年
ま
で
で
あ
る
が
、
ク
ロ
ア
チ
ア
財
務･

会
計
研
究

所
の
テ
ィ
ホ
ミ
ー
ル
・
ド
マ
ゼ
ッ
ト
（T

ihom
ir D

om
azet

）
は
、

二
〇
一
四
年
の
ク
ロ
ア
チ
ア
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
実
質
で
は
一
九
八
六
年

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
比
べ
て
七
・
七
％
少
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た（

８
）。

一
九
八
六
年
は
社
会
主
義
の
時
代
で
最
も
経
済
規
模
が
拡
大
し
た
年

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
二
〇
〇
九
年
か
ら
続
く
長
期
の
景
気
後

退
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
ク
ロ
ア
チ
ア
の
経
済
規
模
は
社
会
主
義
の
時

代
の
水
準
よ
り
も
小
さ
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
シ
ョ
ッ

キ
ン
グ
な
発
見
と
し
て
マ
ス
コ
ミ
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た（

９
）。

体
制
転
換
後
に
ク
ロ
ア
チ
ア
の
経
済
は
な
ぜ
低
迷
し
た
の
か
。
二

表１　EU新規加盟の東欧諸国の経済指標
１人当たり GDP 指数

（EU 既加盟 15 カ国平均 =100）
GDP 指数

（1990 年 =100）
製造業生産指数

（1990 年 =100）

1990 2012 2003 2008 2012 2003 2008

ブルガリア 34 43 92.4 124.6 122.1 72.0 107.8

チェコ 54 72 109.5 136.8 135.4 99.3 130.2

クロアチア 45 56 98.1 121.0 107.9 76.6 94.6

ハンガリー 39 60 119.3 133.0 127.4 171.4 203.2

ポーランド 31 60 152.0 179.0 190.9 184.9 225.1

ルーマニア 21 45 97.7 131.9 127.1 70.6 91.7

スロヴェニア 70 75 129.9 154.5 146.1 95.8 119.2

スロヴァキア 47 69 116.6 153.0 157.7 111.8 161.7

原資料：クロアチア国家統計局（Državni zavod za statistiku）、欧州統計局（Eurostat）
出所：�Guste Santini i Sandra Bebek, Hrvatska kao članica europske unije: put u (ne)poznatu 

budućnost, “Ekonomija/Economics”,EFZ-RIFIN, Zagreb,2013, br.1, p.1-29.
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つ
の
要
因
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
一
九
九
〇
年
代
初
め

の
内
戦
と
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
連
邦
解
体
に
よ
る
経
済
混
乱
で
あ

る
。
ク
ロ
ア
チ
ア
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
連
邦
の
時
代
に
造
船
業
、

電
機
産
業
、
重
機
械
製
造
業
に
比
較
的
強
い
競
争
力
を
持
ち
、
国
外

に
製
品
を
輸
出
し
て
い
た
。
し
か
し
、
戦
争
に
よ
っ
て
建
物
や
生

産
設
備
を
破
壊
さ
れ
、
そ
の
後
に
も
営
業
や
操
業
を
再
開
で
き
な

か
っ
た
企
業
や
工
場
も
多
か
っ
た
。
連
邦
の
解
体
に
よ
っ
て
他
の
共

和
国
の
市
場
を
失
い
、
倒
産
し
た
り
規
模
を
縮
小
し
た
り
し
た
企
業

も
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
人
々
が
職
場
を
失
っ
た
。
戦
争
が

終
わ
っ
て
か
ら
も
製
造
業
生
産
の
回
復
は
遅
か
っ
た
。
政
府
統
計
に

よ
る
と
、
一
九
九
〇
年
を
一
〇
〇
と
し
た
製
造
業
の
生
産
指
数
は

一
九
九
八
年
に
四
九
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
表
１
に
よ
る
と
、
経
済

規
模
が
最
も
拡
大
し
た
二
〇
〇
八
年
で
も
こ
れ
は
九
四
・
六
に
と
ど

ま
る
。
二
〇
〇
八
年
の
時
点
で
製
造
業
の
生
産
指
数
が
一
九
九
〇
年

の
水
準
を
回
復
し
て
い
な
い
の
は
Ｅ
Ｕ
加
盟
の
東
欧
諸
国
で
は
ク
ロ

ア
チ
ア
の
他
に
は
ル
ー
マ
ニ
ア
だ
け
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
社
会
有
企
業
の
民
営
化
の
失
敗
で
あ
る
。
一
九
九
一

年
に
開
始
さ
れ
た
企
業
民
営
化
の
過
程
で
は
、
基
幹
産
業
と
公
共
性

の
高
い
イ
ン
フ
ラ
関
連
企
業
は
民
営
化
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
て
国
有

企
業
化
さ
れ
る
一
方
で
、そ
の
他
の
企
業
の
民
営
化
が
進
め
ら
れ
た
。

し
か
し
、
多
く
の
場
合
に
こ
れ
ら
の
企
業
の
所
有
者
に
な
っ
た
の
は

一
部
の
実
業
家
と
企
業
の
経
営
幹
部
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
企
業
資
産

を
担
保
に
銀
行
か
ら
融
資
を
受
け
て
資
金
を
調
達
し
、
株
式
を
買
い

集
め
て
企
業
の
所
有
者
に
な
っ
た
。
そ
の
場
合
に
し
ば
し
ば
起
こ
っ

た
問
題
は
、
新
し
い
所
有
者
が
企
業
経
営
の
意
思
と
能
力
を
持
ち
合

わ
せ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
陰
で
企
業
資
産
を
巧
妙

に
着
服
し
、
経
営
に
行
き
詰
ま
る
と
取
引
先
に
代
金
を
支
払
わ
ず
、

企
業
を
倒
産
さ
せ
た
。
企
業
の
清
算
手
続
き
の
後
に
残
っ
た
企
業
資

産
は
第
三
者
に
売
却
さ
れ
、
そ
の
代
金
は
所
有
者
と
資
金
の
融
資
を

し
た
銀
行
と
の
間
で
山
分
け
さ
れ
た
。
従
業
員
は
賃
金
の
未
受
領
が

続
い
た
あ
げ
く
、
企
業
の
閉
鎖
に
よ
っ
て
失
業
者
と
し
て
路
頭
に
投

げ
出
さ
れ
た
。

こ
の
結
果
、
一
九
九
〇
年
代
に
こ
の
国
で
は
甚
大
な
る
「
雇
用
喪

失
」
が
発
生
し
た
。
社
会
主
義
政
権
が
年
間
を
通
し
て
統
治
し
た

最
後
の
年
で
あ
る
一
九
八
九
年
に
ク
ロ
ア
チ
ア
の
雇
用
労
働
者
は

一
五
六
・
七
万
人
だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
一
九
九
九
年
の
雇
用
労

働
者
は
一
〇
五
・
八
万
人
だ
っ
た
。
一
〇
年
間
の
間
に
五
〇
・
九
万

人
の
雇
用
が
失
わ
れ
た
。
比
率
に
す
る
と
三
二
・
五
％
の
減
少
で

あ
る
。
ク
ロ
ア
チ
ア
の
被
雇
用
者
は
わ
ず
か
一
〇
年
で
三
分
の

二
に
縮
小
し
た
。
そ
の
後
も
雇
用
回
復
の
足
取
り
は
鈍
か
っ
た
。

一
九
九
九
か
ら
二
〇
一
六
年
の
間
で
は
雇
用
労
働
者
は
二
〇
〇
八

年
の
一
二
五
・
二
万
人
が
最
大
数
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
一
九
八
九

年
と
比
べ
て
三
一
・
五
万
人
も
少
な
い
。
こ
れ
に
伴
い
失
業
登
録
者

数
は
内
戦
後
に
大
幅
に
増
加
し
、
二
〇
〇
一
年
に
三
八
万
人
、
失

業
率
は
二
二
％
に
な
っ
た
。
そ
の
後
に
失
業
者
数
は
二
〇
〇
八
年

に
二
三
・
六
万
人
ま
で
減
少
し
た
が
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
の
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二
〇
〇
九
年
か
ら
増
加
し
、
再
び
三
〇
万
人
を
超
え
る
水
準
が
続
い

た
。
二
〇
一
一
年
の
人
口
調
査
に
よ
る
と
ク
ロ
ア
チ
ア
の
人
口
は

四
二
九
万
人
で
あ
り
、
日
本
の
人
口
規
模
に
換
算
す
る
と
九
〇
〇
万

人
の
失
業
者
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。

二
〇
一
三
年
七
月
に
ク
ロ
ア
チ
ア
は
Ｅ
Ｕ
に
加
盟
し
た
。
二
八
番

目
の
加
盟
国
で
あ
る
。
こ
れ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
場
合
と
同
様
に
国
外

移
民
の
急
増
を
も
た
ら
し
た
。
も
っ
と
も
、
加
盟
と
同
時
に
労
働
市

場
を
開
放
し
た
国
は
中
東
欧
を
中
心
と
す
る
一
四
ヶ
国
に
と
ど
ま

り
、
西
欧
諸
国
の
多
く
は
就
労
制
限
を
導
入
し
て
い
た
。
し
か
し
、

二
〇
一
五
年
七
月
に
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、

ベ
ル
ギ
ー
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
キ
プ
ロ
ス
の
八
カ
国

が
就
労
制
限
を
撤
廃
し
、
ク
ロ
ア
チ
ア
国
籍
者
に
労
働
市
場
を
完
全

開
放
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
ク
ロ
ア
チ
ア
で
は
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
国

外
に
移
住
す
る
人
々
が
増
加
し
た
。

二
〇
一
八
年
七
月
発
表
の
ク
ロ
ア
チ
ア
国
家
統
計
局
（
Ｄ
Ｓ
Ｚ
）

の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
以
前
の
五
年
間
（
二
〇
〇
八
年
か

ら
二
〇
一
二
年
）の
国
外
移
住
者
の
数
は
五
万
二
四
六
四
人
だ
っ
た
。

こ
れ
は
Ｅ
Ｕ
加
盟
後
の
五
年
間
（
二
〇
一
三
年
か
ら
二
〇
一
七
年
）

に
一
四
万
九
五
五
九
人
に
増
加
し
た
。
約
三
倍
増
で
あ
る（

（1
（

。
し
か
し
、

こ
の
数
字
は
外
国
に
居
住
地
を
移
し
た
こ
と
を
政
府
に
届
け
出
た
者

を
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
外
国
に
移
住
し
て
も
居
住
地
の
変
更
を

届
け
出
な
い
者
は
多
い
の
で
実
際
に
国
外
移
住
者
の
数
は
こ
れ
よ
り

も
も
っ
と
多
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
最
近
で
は
外
国
政
府
が
公
表

す
る
移
住
者
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
国
外
移
住
者
の
数
を
集
計
す
る

こ
と
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
ク
ロ
ア
チ
ア
の
日
刊
紙
が
こ
の
方
法
で

Ｅ
Ｕ
加
盟
後
五
年
間
に
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

の
三
国
に
移
住
し
た
ク
ロ
ア
チ
ア
国
籍
者
の
数
を
集
計
し
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
そ
の
数
は
二
一
万
七
八
四
一
人
に
達
し
た
。
内
訳
は
、

ド
イ
ツ
一
五
万
七
三
三
三
人
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
四
万
三
三
六
九
人
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
一
万
七
一
三
九
人
で
あ
る
。
同
紙
は
そ
の
他
の
国
へ

の
移
住
者
も
入
れ
る
と
少
な
く
と
も
国
外
移
住
者
は
二
五
万
人
に
上

る
と
推
測
し
て
い
る
。こ
れ
は
二
〇
一
七
年
の
人
口
の
六
％
を
占
め
、

日
本
の
人
口
規
模
に
換
算
す
る
と
七
六
〇
万
人
に
相
当
す
る
数
で
あ

る
。
と
こ
ろ
で
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
国
外
移
住
者
の
増
加
に
は
国
内
的

な
要
因
も
あ
る
。
こ
れ
は
次
の
ボ
ス
ニ
ア･

ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
と

一
括
し
て
後
に
論
じ
た
い
。

四
　�

ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
国
外
移
住
者

の
動
向

ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
は
バ
ル
カ
ン
半
島
北
西
部
に
位

置
し
、
人
口
約
三
五
〇
万
人
の
小
国
で
あ
る
。
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ

ア
連
邦
を
構
成
し
た
六
つ
の
共
和
国
の
一
つ
で
あ
り
、
連
邦
解
体
後

の
一
九
九
〇
年
代
に
起
こ
っ
た
内
戦
で
は
、
国
民
が
ボ
シ
ュ
ニ
ャ
ク

人
、
セ
ル
ビ
ア
人
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
の
陣
営
に
分
か
れ
、
支
配
地
の

拡
大
を
求
め
て
相
互
に
激
し
く
戦
っ
た
。
紛
争
を
終
結
さ
せ
る
た
め
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に
一
九
九
五
年
末
に
デ
イ
ト
ン
和
平
協
定
が
結
ば
れ
、
ボ
ス
ニ
ア
・

ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
は
ボ
シ
ュ
ニ
ャ
ク
人
と
ク
ロ
ア
チ
ア
人
が
支
配

す
る
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
連
邦
と
、
セ
ル
ビ
ア
人
が
支

配
す
る
セ
ル
ビ
ア
人
共
和
国
の
二
つ
の
構
成
体
（Entity

）
と
呼
ば

れ
る
準
国
家
単
位
か
ら
構
成
さ
れ
る
連
合
国
家
に
近
い
形
の
国
と

な
っ
た
。

ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
は
戦
争
の
被
害
が
最
も
大
き

か
っ
た
国
で
あ
る
。
内
戦
終
結
後
に
急
速
に
復
興
が
進
ん
だ
と
は
い

え
、
二
〇
一
七
年
の
一
人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
五
一
八
〇
ド
ル
、
世

界
第
九
九
位
に
と
ど
ま
る
。
ジ
ャ
マ
イ
カ
（
九
八
位
）
と
イ
ラ
ク

（
一
〇
〇
位
）
の
間
に
位
置
す
る
と
い
え
ば
お
お
よ
そ
の
イ
メ
ー
ジ

が
つ
か
め
る
だ
ろ
う
か
。
一
人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ヴ
ィ
ア
か
ら
独
立
し
た
共
和
国
の
中
で
は
最
も
低
い
。
第
六
〇
位
の

ク
ロ
ア
チ
ア
（
一
万
三
二
七
一
ド
ル
）
と
比
べ
て
も
そ
の
三
九
％
に

過
ぎ
な
い
。

ク
ロ
ア
チ
ア
と
同
様
に
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
で
も

一
九
九
〇
年
代
に
甚
大
な
規
模
の
雇
用
喪
失
が
発
生
し
た
。
ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ヴ
ィ
ア
統
計
年
鑑
に
よ
る
と
内
戦
前
の
一
九
八
八
年
の
被
雇

用
者
数
は
一
〇
八
・
四
万
人
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
八
年
の
被
雇
用

者
数
は
六
五
・
一
万
人
で
あ
っ
た
。
一
〇
年
間
で
四
割
の
減
少
で
あ

る
。
そ
の
原
因
は
ク
ロ
ア
チ
ア
の
場
合
と
ま
っ
た
く
同
様
で
あ
る
。

内
戦
お
よ
び
連
邦
解
体
に
よ
る
経
済
混
乱
と
企
業
の
民
営
化
の
失
敗

で
あ
る
。
失
わ
れ
た
雇
用
機
会
は
そ
の
後
も
全
く
回
復
さ
れ
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
国
は
長
年
に
わ
た
り
雇
用
機
会
の
不
足
に
悩

ま
さ
れ
て
き
た
。
と
く
に
一
五
歳
か
ら
二
四
歳
の
若
者
の
失
業
率
は

六
〇
％
を
超
え
、
今
日
に
至
る
ま
で
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
。こ

の
国
で
は
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
、
国
外
へ
移
住
す
る
人
々

が
増
加
し
た
。
と
く
に
隣
国
の
ク
ロ
ア
チ
ア
が
Ｅ
Ｕ
に
加
盟
し
た

二
〇
一
三
年
以
降
、
そ
の
傾
向
は
加
速
し
た
感
が
あ
る
。
こ
れ
に
は

ク
ロ
ア
チ
ア
の
国
籍
を
も
つ
者
が
多
く
居
住
し
て
い
る
と
い
う
事
情

が
あ
る
。
こ
こ
数
年
は
移
民
の
増
加
と
そ
れ
に
伴
う
社
会
問
題
は
新

聞
や
テ
レ
ビ
で
毎
週
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
る
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
従
業
員
の
国
外
流
出
に
よ
っ
て
多
く
の
製
造
業
の
現
場

が
熟
練
労
働
者
の
不
足
の
問
題
が
起
こ
り
、
医
師
や
看
護
師
の
国
外

流
出
に
よ
っ
て
地
方
の
医
療
機
関
で
は
医
療
従
事
者
の
深
刻
な
不
足

の
問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
メ
デ
ィ
ア
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
一
方
で
毎
年
移

民
が
ど
れ
だ
け
発
生
し
て
い
る
の
か
は
最
近
ま
で
具
体
的
な
数
字
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
大
き
な
理
由
は
、
ボ
ス
ニ

ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
国
民
は
外
国
に
長
期
に
滞
在
す
る
こ
と

に
な
っ
て
も
政
府
や
在
外
公
館
に
居
住
地
の
申
告
（
在
留
届
）
を
提

出
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
の

た
め
、
政
府
機
関
は
国
外
に
長
期
滞
在
す
る
自
国
民
の
数
の
変
動
を

把
握
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

移
民
の
数
に
関
し
て
政
府
が
公
表
し
て
い
る
唯
一
の
統
計
は
、
外
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国
の
居
住
地
に
常
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
に
国
内
の
住
民
登
録

の
抹
消
を
申
し
出
た
国
民
の
数
で
あ
る
。
政
府
が
毎
年
公
表
し
て
い

る
入
国
管
理
に
関
す
る
報
告
書
の
中
に
記
載
さ
れ
、
二
〇
一
〇
年
か

ら
の
デ
ー
タ
が
あ
る
。
こ
れ
を
ま
と
め
た
の
が
表
２
で
あ
る
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
国
外
に
居
住
地
を
変
更
し
た
た
め
国
内
の
住
民
登
録
の

抹
消
を
申
請
し
た
国
民
の
数
は
毎
年
ほ
ぼ
四
〇
〇
〇
人
程
度
で
推
移

し
、
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
デ
ー
タ
に
は
二

つ
の
問
題
が
あ
る
。
一
つ
は
移
民
の
数
と
し
て
は
部
分
的
な
把
握
に

止
ま
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
国
内
か
ら
外
国
へ
常
住
地
の
変
更

を
自
発
的
に
届
け
出
た
人
々
で
あ
る
。
し
か
し
、
外
国
に
常
住
地
を

移
し
た
人
々
の
大
半
は
正
式
な
届
け
出
を
し
な
い
と
見
ら
れ
て
い

る（
（1
（

。
も
う
一
つ
は
ボ
ス
ニ
ア
を
出
国
し
た
年
月
が
分
か
ら
な
い
こ
と

で
あ
る
。
分
か
る
の
は
国
内
の
住
民
登
録
を
抹
消
し
た
時
期
の
み
で

あ
る
。
も
っ
と
も
、
不
十
分
な
統
計
で
あ
る
が
、
常
住
地
を
移
し
た

国
（
受
け
入
れ
国
）
を
み
る
と
、
か
つ
て
は
ク
ロ
ア
チ
ア
や
セ
ル
ビ

ア
と
い
う
隣
国
が
多
か
っ
た
の
に
対
し
て
、最
近
で
は
ド
イ
ツ
、オ
ー

ス
ト
リ
ア
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
と
い
っ
た
欧
州
連
合
の
国
が
多
く
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
最
近
の
移
民
の
動
向
を
反
映
し
た
も
の
と
し
て
注

目
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
ボ
ス
ニ
ア
の
移
民
の
全
体
像
は
長
ら
く
明
ら
か
で

は
な
か
っ
た
。
こ
の
状
況
を
打
破
し
、
移
民
の
実
態
を
把
握
し
よ

う
と
試
み
た
の
が
、
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の
「
ボ
ス
ニ
ア
・

ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
に
お
け
る
持
続
的
帰
還
と
統
合
の
た
め
の

表２　国外に居住地を変更したため国内の住民登録を抹消した国民の数
受け入れ国 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

クロアチア 1,207 1,770 1,155 1,675 1,868 1,014 888 843

セルビア 846 688 885 982 1,038 527 487 429

ドイツ 778 708 244 672 910 998 1,196 1,339

オーストリア 659 582 164 512 707 814 895 994

スロヴェニア 295 228 199 314 421 512

その他の国 497 83 237 179 472 594 10 42

計 4,282 4,059 2,685 4,219 5,039 3,948 4,034 4,270

資料 : Ministarstvo sigurnost BiH,  Migracijski profil Bosne i Hercegovine za 2011-za 2017.
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連
合
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H
ercegovini

、
以
下
で
は
Ｕ
Ｚ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
と
略
記
」
で
あ
る
。
Ｕ
Ｚ

Ｏ
Ｐ
Ｉ
は
一
九
九
〇
年
代
の
内
戦
に
伴
っ
て
発
生
し
た
難
民
の
帰
還

支
援
と
社
会
統
合
に
尽
力
し
て
い
る
ボ
ス
ニ
ア
各
地
の
非
政
府
組
織

の
連
合
組
織
で
あ
る
。
Ｕ
Ｚ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
は
傘
下
の
非
政
府
組
織
の
活
動

家
と
協
力
者
を
動
員
し
、
地
方
行
政
の
末
端
組
織
（
一
七
五
〇
の
町

内
会M

jesna zajednica
）
と
連
携
し
な
が
ら
、
難
民
の
帰
還
実
態

と
破
壊
さ
れ
た
住
宅
の
再
建
の
状
況
を
調
べ
て
き
た
。
こ
の
手
法
を

移
民
の
数
的
把
握
に
適
用
し
、
居
住
地
区
と
い
う
い
わ
ば
草
の
根
レ

ベ
ル
か
ら
国
外
に
渡
っ
た
人
々
と
世
帯
を
逐
一
記
録
し
て
き
た
。

Ｕ
Ｚ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
が
そ
の
調
査
結
果
を
初
め
て
公
表
し
た
の
は
、

二
〇
一
五
年
八
月
一
八
日
に
サ
ラ
イ
ェ
ヴ
ォ
で
主
催
し
た
「
ボ
ス
ニ

ア
国
民
の
国
外
移
住
に
よ
っ
て
消
滅
し
つ
つ
あ
る
都
市
」
と
い
う
題

目
で
の
検
討
会
議
の
場
で
あ
る
。そ
こ
で
議
長
の
ミ
フ
ニ
サ
・
ズ
キ
ッ

チ
（M

irhunisa Zukić

）
は
二
〇
一
三
年
七
月
か
ら
二
年
間
の
集

計
の
結
果
と
し
て
約
六
万
八
〇
〇
〇
人
の
人
々
が
国
外
に
移
住
し
た

と
述
べ
た
。U

ZO
PI

は
そ
の
後
も
移
住
者
の
調
査
と
記
録
を
続
け
、

メ
デ
ィ
ア
で
暫
定
的
な
集
計
結
果
を
紹
介
し
た
。
こ
の
う
ち
最
も
体

系
だ
っ
た
も
の
が
二
〇
一
七
年
一
〇
月
三
〇
日
の
記
者
会
見
で
の
発

表
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
二
〇
一
三
年
一
月
か
ら
二
〇
一
七

年
一
〇
月
の
間
に
国
外
に
移
住
し
た
人
々
は
一
五
万
一
一
〇
一
人

（
二
〇
一
三
年
の
人
口
比
四
・
三
％
）
で
あ
っ
た（

（1
（

。
実
感
の
わ
か
な
い

数
字
か
も
し
れ
な
い
が
、
ボ
ス
ニ
ア
の
人
口
は
日
本
の
三
六
分
の
一

で
あ
る
。
だ
か
ら
、
単
純
比
例
計
算
で
日
本
に
当
て
は
め
て
考
え
る

と
、五
年
弱
の
間
に
五
四
〇
万
人
の
移
民
が
発
生
し
た
こ
と
に
な
る
。

非
常
に
大
き
な
数
字
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

国
内
の
二
つ
の
構
成
体
別
の
内
訳
で
は
、
ボ
ス
ニ
ア
連
邦

六
万
八
〇
六
八
人
（
二
〇
一
三
年
の
人
口
比
二
・
九
％
）、
セ
ル
ビ
ア

人
共
和
国
六
万
八
二
七
八
人
（
五
・
一
％
）、
両
構
成
体
の
共
通
部

分
と
し
て
の
ブ
ル
チ
コ
行
政
区
が
一
万
四
七
五
五
人
（
一
五
・
九
％
）

で
あ
っ
た
。
人
口
が
少
な
く
経
済
基
盤
の
弱
い
セ
ル
ビ
ア
人
共
和
国

で
移
民
が
よ
り
多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
Ｕ
Ｚ
Ｏ

Ｐ
Ｉ
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
七
年
に
入
っ
て
す
で
に
三
万
五
〇
〇
〇
人

の
移
民
が
発
生
し
て
い
る
が
、
地
域
的
に
見
る
と
北
部
の
ポ
サ
ヴ
ィ

ナ
（
ク
ロ
ア
チ
ア
と
の
国
境
線
で
あ
る
サ
ヴ
ァ
川
南
岸
地
域
）
で
合

計
一
万
一
〇
〇
〇
人
と
多
く
発
生
し
て
い
る
。
そ
の
筆
頭
が
ブ
ル
チ

コ
行
政
区
の
三
五
〇
〇
人
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
に
所
属
す
る
ク
ロ
ア
チ
ア

に
最
も
近
い
地
域
で
あ
る
。

五
　�

ク
ロ
ア
チ
ア
と
ボ
ス
ニ
ア
に
お
け
る
国
外
移
住
者

急
増
の
国
内
的
要
因

ク
ロ
ア
チ
ア
と
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
で
国
外
移
住
者

が
急
増
し
て
い
る
背
景
に
は
こ
れ
ら
の
国
々
の
雇
用
機
会
の
不
足
と

就
職
難
の
問
題
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
話
は
そ

う
単
純
で
は
な
い
。
そ
れ
以
外
に
も
大
き
な
要
因
が
あ
る
。
こ
れ
を
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次
に
論
じ
た
い
。

第
一
に
雇
用
構
造
の
問
題
が
あ
る
。
両
国
と
も
に
公
的
部
門
に
就

業
す
る
被
雇
用
者
の
割
合
が
高
い
こ
と
で
あ
る
。
ク
ロ
ア
チ
ア
で
は

総
雇
用
者
数
の
四
割
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
で
は
三
分

の
一
が
公
的
部
門
で
働
い
て
い
る
。
公
的
部
門
と
は
政
府
機
関
、
警

察
・
軍
隊
、
公
立
の
教
育
機
関
・
学
校
、
公
的
企
業
、
地
方
自
治
体

を
指
す
。
公
的
部
門
の
就
業
者
は
私
的
部
門
の
就
業
者
に
比
べ
平
均

的
に
給
料
は
高
い
。
何
よ
り
も
魅
力
は
雇
用
が
安
定
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
福
利
厚
生
も
手
厚
く
、
有
給
休
暇
も
取
り
や
す
い
。
そ
の

た
め
、
公
的
部
門
の
仕
事
は
多
く
の
人
々
が
希
望
す
る
勤
め
口
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
、
私
的
部
門
で
は
外
国
資
本
が
所
有
者
に
な
っ
て

い
る
金
融
機
関
や
企
業
の
よ
う
に
給
料
が
高
い
職
場
も
あ
る
が
、
そ

れ
は
ご
く
一
部
の
事
例
で
あ
る
。
私
的
部
門
の
職
場
の
大
多
数
は
中

小
企
業
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
経
営
が
不
安
定
な
も
の
が
多
く
、
給

料
の
遅
配
や
未
払
い
も
し
ば
し
ば
発
生
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
雇
用
機

会
が
あ
っ
た
と
し
て
も
私
的
部
門
の
職
場
は
人
々
の
国
外
移
住
を
思

い
と
ど
ま
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
み
ら
れ
る
。

し
か
し
、
も
っ
と
大
き
な
問
題
は
雇
用
構
造
に
大
き
な
割
合
を
占

め
る
公
的
部
門
の
職
場
で
の
就
職
が
ど
の
よ
う
に
決
ま
っ
て
い
る
か

で
あ
る
。
両
国
と
も
に
公
的
部
門
の
就
職
は
通
常
、「
公
募
」
が
実

施
さ
れ
、
複
数
の
候
補
者
の
資
質
を
選
考
し
、
最
良
の
候
補
者
に

決
ま
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
建
前

の
話
で
あ
っ
て
、
実
際
に
そ
の
よ
う
な
選
考
に
よ
っ
て
就
職
が
決
ま

る
こ
と
は
大
半
の
場
合
に
あ
り
得
な
い
。
こ
の
こ
と
は
こ
の
地
域
の

人
々
の
誰
も
が
理
解
し
て
い
る
ご
く
常
識
的
な
事
柄
で
あ
る
。

で
は
就
職
は
ど
う
や
っ
て
決
ま
る
か
と
人
々
に
尋
ね
れ
ば
、
た
い

て
い
の
場
合
に
「
縁
故
」
に
よ
っ
て
決
ま
る
と
い
う
答
え
が
返
っ
て

く
る（

（1
（

。「
縁
故
に
基
づ
く
就
職
（nepotizam

）」
は
通
常
、
人
事
権

を
有
す
る
者
が
家
族
・
親
族
関
係
ま
た
は
友
人
・
知
人
の
関
係
に
あ

る
者
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
き
る
。
縁
故
主
義
に
基
づ
く
採

用
は
共
同
体
的
な
い
し
家
父
長
的
な
発
想
の
残
滓
と
し
て
今
な
お
世

界
の
各
地
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
私
の
観
察
に
よ

れ
ば
、
ク
ロ
ア
チ
ア
や
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
で
の
縁
故

主
義
は
文
化
的
な
伝
統
に
基
づ
く
行
動
様
式
で
は
な
く
、
政
治
的
な

力
が
関
係
し
て
構
造
化
さ
れ
た
行
動
様
式
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
に
根
源
に
あ
る
の
は
政
党
の
意
志
と
影
響
力

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
縁
故
主
義
は
両
国
で
は
「
政
党
雇
用
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
ク
ロ
ア
チ
ア
で
は
通
常
、
四
年
ご
と
に
国
政
選
挙
が

あ
る
。
選
挙
が
終
わ
る
と
国
家
の
あ
ら
ゆ
る
部
署
で
人
事
異
動
が
起

き
る
。
も
し
選
挙
の
結
果
と
し
て
政
権
交
代
が
起
き
る
と
人
事
異
動

の
規
模
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
。
国
家
と
政
府
の
重
要
な
役
職
者
が

完
全
に
入
れ
替
わ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
人
事
は
す
べ
て
政
治
任
用
（political appointee

）

で
あ
る
。
政
治
任
用
に
お
い
て
も
そ
の
人
の
専
門
的
な
政
策
能
力
に

基
づ
い
て
要
職
に
任
命
す
る
こ
と
が
建
前
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
あ
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ら
ゆ
る
政
権
は
自
分
た
ち
に
忠
誠
を
誓
う
仲
間
や
協
力
者
を
こ
れ
ら

の
職
位
に
就
か
せ
よ
う
と
す
る
。
政
権
を
担
う
の
は
政
党
で
あ
る
の

で
、
こ
れ
は
必
然
的
に
政
党
任
用
の
要
素
が
色
濃
く
な
る
。
そ
の
結

果
、国
政
選
挙
後
の
人
事
異
動
で
は
政
党
の
幹
部
政
治
家
を
中
心
に
、

そ
の
友
人
、
縁
戚
者
、
知
人
が
次
々
と
ポ
ス
ト
を
獲
得
し
て
い
く
。

政
府
と
国
家
の
各
部
署
で
ト
ッ
プ
の
座
を
得
た
者
は
部
下
の
人
事
権

を
握
る
。
彼
ら
は
こ
れ
を
利
用
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
に
自
分
た
ち

の
近
親
者
や
友
人
を
採
用
・
配
置
し
よ
う
と
す
る
。

し
か
し
、
政
府
や
国
家
レ
ベ
ル
の
職
場
だ
け
が
政
党
の
影
響
下
に

あ
る
の
で
は
な
い
。
も
っ
と
大
き
な
雇
用
の
余
地
が
あ
る
の
は
政

府
の
監
督
下
に
あ
る
企
業
で
あ
る
。
ク
ロ
ア
チ
ア
に
は
、
国
家
が

一
〇
〇
％
の
株
式
を
持
つ
国
有
企
業
は
二
〇
一
四
年
に
八
三
一
社
、

過
半
数
の
株
式
を
有
す
る
会
社
は
一
九
一
社
、
過
半
数
以
下
の
会
社

が
三
九
八
社
あ
り
、
約
二
一
万
三
〇
〇
〇
人
の
従
業
員
が
い
た（

（1
（

。
国

家
が
過
半
数
以
上
の
株
式
を
も
つ
一
〇
二
二
の
企
業
は
公
的
企
業

（javna poduzeća

）
と
呼
ば
れ
、
そ
の
最
高
経
営
責
任
者
（
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
）
と
経
営
委
員
会
役
員
、
監
査
役
会
役
員
は
各
省
の
大
臣

が
任
命
す
る
が
、
そ
の
数
は
約
五
〇
〇
〇
名
に
上
る
。
政
権
与
党
は

こ
れ
ら
の
ポ
ス
ト
に
自
分
た
ち
の
近
親
者
や
友
人
を
就
任
さ
せ
る
。

公
的
企
業
の
ト
ッ
プ
に
就
任
し
た
者
は
そ
の
企
業
の
従
業
員
の
人
事

権
を
握
る
。
彼
ら
は
そ
の
権
限
を
利
用
し
、
自
分
た
ち
の
手
足
と
な

る
ス
タ
ッ
フ
を
任
命
し
て
い
く
。

政
党
の
影
響
力
に
基
づ
く
縁
故
採
用
の
全
貌
と
正
確
な
数
は
ま
だ

明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
ザ
グ
レ
ブ
経
済
研
究
所
の
マ
ル
ー

シ
ュ
カ
・
ヴ
ィ
ー
ゼ
ク
（M

aruška V
izek

）
は
、
政
権
政
党
は
四

年
の
任
期
の
間
に
公
的
企
業
だ
け
で
も
二
万
人
に
就
職
の
機
会
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
試
算
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
に
公
的
企
業
の
監
督
機
関
、
政
府
の
二
〇
の
省
庁
、
内
閣
府
、
省

と
政
府
が
所
管
す
る
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
、
国
立
病
院､

国
立
公
園
な

ど
の
管
理
者
と
職
員
を
加
え
る
と
、
新
た
に
雇
用
さ
れ
る
者
の
総
数

は
四
万
人
に
達
す
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で

は
公
的
部
門
の
新
規
採
用
は
縁
故
採
用
者
で
覆
い
尽
く
さ
れ
、
大
半

が
政
党
と
そ
の
関
係
者
の
影
響
力
に
基
づ
く
就
職
に
な
っ
て
い
る
恐

れ
が
あ
る（

（1
（

。

ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
で
は
縁
故
主
義
と
政
党
雇
用
は

も
っ
と
露
骨
に
行
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

事
例
で
は
、
セ
ル
ビ
ア
人
共
和
国
大
統
領
ミ
ロ
ラ
ド
・
ド
デ
ィ
ク

の
娘
ゴ
ー
リ
ッ
ツ
ァ
・
ド
デ
ィ
ク
・
ト
ゥ
リ
シ
ッ
チ
は
同
共
和
国

の
「
経
済
関
係
・
地
域
協
力
省
」
の
大
臣
官
房
長
で
あ
る
。
こ
の
女

性
は
わ
ず
か
二
ヶ
月
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
勤
務
の
後
、
二
九
歳
の
年
齢

で
い
き
な
り
政
府
高
官
と
な
っ
た
。
彼
女
を
任
命
し
た
の
は
担
当
閣

僚
の
ジ
ェ
リ
カ
・
ツ
ヴ
ィ
ヤ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
で
あ
る
。
メ
デ
イ
ア
の
取

材
に
対
し
、
抜
擢
の
理
由
は
一
〇
数
人
の
候
補
者
の
中
で
最
優
秀
の

能
力
を
示
し
た
か
ら
だ
と
こ
の
閣
僚
は
述
べ
、
縁
故
採
用
で
も
な
い

し
、
大
統
領
の
娘
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
理
由
で
は
な
い
こ
と
を
強

調
し
た
。
し
か
し
、公
募
に
よ
る
選
考
が
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
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す
べ
て
担
当
閣
僚
の
個
人
的
な
判
断
で
こ
の
人
事
は
決
ま
っ
た（

（1
（

。
そ

の
二
年
後
に
ツ
ヴ
ィ
ヤ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
セ
ル
ビ
ア
人
共
和
国
政
府
の

首
相
に
就
任
し
た
。
彼
女
を
昇
格
さ
せ
た
の
は
大
統
領
に
し
て
与
党

党
首
の
ド
デ
ィ
ク
で
あ
る
。
し
か
し
、
ほ
ど
な
く
し
て
ツ
ヴ
ィ
ヤ
ノ

ヴ
ィ
ッ
チ
の
息
子
が
大
学
卒
業
後
す
ぐ
に
「
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ

ゴ
ヴ
ィ
ナ
電
力
供
給
会
社
」
に
就
職
し
た
こ
と
が
発
覚
し
た
。
同
社

は
ボ
ス
ニ
ア
連
邦
と
セ
ル
ビ
ア
人
共
和
国
が
共
同
出
資
す
る
公
的
企

業
で
あ
る
。
同
時
期
に
セ
ル
ビ
ア
人
共
和
国
の
財
務
大
臣
の
娘
も
同

社
に
就
職
し
て
い
た
。
同
社
の
職
員
採
用
で
は
公
募
に
よ
る
職
員
選

考
は
取
り
消
し
に
な
り
、
こ
の
二
人
は
優
先
的
に
採
用
さ
れ
た
と
い

う
噂
が
流
れ
て
い
る
が
、
ツ
ヴ
ィ
ヤ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
こ
れ
を
否
定
し

た（
（1
（

。
な
お
彼
女
の
夫
も
高
級
官
僚
で
あ
り
、
建
設
局
の
局
長
を
務
め

て
い
る
。

も
う
一
つ
典
型
例
を
挙
げ
る
と
、
中
央
政
府
の
財
務
相
ニ
コ
ラ
・

シ
ュ
ピ
リ
ッ
チ
は
数
多
く
の
親
族
の
就
職
を
世
話
し
た
こ
と
で
有
名

で
あ
る
。
彼
の
息
子
は
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
の
大
使
館
の
一
等
書
記
官
で

あ
り
、
二
人
の
娘
と
そ
の
娘
婿
二
人
は
い
ず
れ
も
政
府
機
関
で
働
い

て
い
る
。
シ
ュ
ピ
リ
ッ
チ
の
親
族
の
中
に
は
氏
名
を
変
え
て
、
国
家

機
関
の
管
理
職
に
就
任
し
た
者
が
い
る
。
縁
故
主
義
に
対
す
る
批
判

に
対
し
て
、「
私
は
家
族
思
い
の
人
間
だ
」と
シ
ュ
ピ
リ
ッ
チ
は
語
り
、

何
人
も
の
親
族
に
就
職
の
世
話
を
し
た
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
し
か

し
違
法
な
こ
と
は
や
っ
て
い
な
い
と
開
き
直
っ
た
。同
様
の
例
で
は
、

公
的
企
業
で
あ
る
「
ボ
ス
ニ
ア
連
邦
高
速
道
路
」
の
執
行
役
員
に
就

任
し
た
人
物
は
ボ
ス
ニ
ア
連
邦
首
相
ネ
ル
ミ
ン
・
ニ
ク
シ
ッ
チ
の
弟

で
あ
っ
た
。
こ
の
会
社
の
執
行
役
員
に
は
ボ
ス
ニ
ア
連
邦
の
前
首
相

の
娘
婿
も
就
任
し
て
い
た（

（1
（

。

こ
の
よ
う
な
事
例
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
が
、
興
味
深
い
こ
と
は
、

こ
の
国
の
要
人
政
治
家
の
中
に
は
こ
の
よ
う
な
縁
故
採
用
の
蔓
延
に

危
機
感
を
感
じ
、
こ
れ
を
是
正
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
た
人
物
も
い

た
こ
と
で
あ
る
。
中
央
議
会
で
上
院
に
相
当
す
る
民
族
院
の
代
議
員

を
二
〇
一
〇
年
年
か
ら
二
〇
一
四
年
に
務
め
た
メ
フ
メ
ド
・
ブ
ラ
ダ

リ
ッ
チ
で
あ
る
。
彼
は
社
会
民
主
党
に
所
属
し
、
ボ
ス
ニ
ア
連
邦
選

出
の
ボ
シ
ュ
ニ
ャ
ク
人
代
表
の
一
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
人
物
が
記
者

の
取
材
に
応
じ
て
語
っ
た
次
の
発
言
は
注
目
に
値
す
る
。「
国
政
機

関
の
内
部
に
入
っ
て
確
信
し
た
こ
と
は
縁
故
採
用
が
計
り
知
れ
な
い

程
度
で
広
が
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
実
際
に
国
家
機
関
で
は
ど
こ

の
職
場
を
覗
い
て
も
誰
か
と
誰
か
が
親
戚
で
あ
っ
た
り
、
友
人
同
士

で
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
政
府
要
人
は
子
ど
も
や
兄
弟
の

よ
う
な
近
親
者
だ
け
で
な
く
、
七
親
等
の
親
族
ま
で
就
職
さ
せ
て
い

る
よ
う
だ
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
よ
う
な
縁
故
採
用
を
規
制
す
る
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
設
定
す
る
こ
と
を
私
は
主
張
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
ま
ま

で
は
国
家
機
関
に
家
族
全
員
が
雇
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
そ

こ
で
は
有
能
な
人
材
で
は
な
く
好
ま
し
い
人
物
と
追
従
者
の
み
に

な
っ
て
し
ま
う
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
」。
ブ
ラ
ダ
リ
ッ
チ
は

「
国
家
機
関
に
お
け
る
縁
故
採
用
の
程
度
を
確
認
し
、
こ
れ
を
阻
止

す
る
方
法
を
確
定
す
る
た
め
の
提
案
」
と
題
す
る
上
申
書
を
中
央
議
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会
の
両
院
の
委
員
会
に
提
出
し
た
が
、
こ
れ
は
却
下
さ
れ
た
。
彼
の

警
告
に
反
応
し
た
議
員
は
一
人
も
い
な
か
っ
た（

（2
（

。

ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
で
は
政
府
の
監
督
下
に
あ
る

公
的
企
業
は
完
全
に
政
党
の
支
配
下
に
あ
る
。
選
挙
が
終
わ
る
と

主
要
政
党
は
非
公
式
に
話
し
合
い
、
選
挙
結
果
に
基
づ
い
て
公
的

企
業
の
支
配
権
を
分
配
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
公
的
企
業
は
政
党
に

と
っ
て
選
挙
の
「
戦
勝
品
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ト
ラ

ン
ス
ペ
ア
レ
ン
シ
ー
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（T

ransparency 
International

）
は
腐
敗
や
汚
職
の
監
視
と
撲
滅
に
取
り
組
む
国
際

的
な
非
政
府
組
織
で
あ
る
が
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
に

も
そ
の
国
内
組
織
（
Ｔ
Ｉ
Ｂ
ｉ
Ｈ
）
が
あ
る
。
そ
の
活
動
家
は
政
党

と
公
的
企
業
と
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
極
端
に
言
え
ば
、

公
的
企
業
と
そ
の
支
配
権
は
政
党
に
と
っ
て
選
挙
に
候
補
者
を
出
す

唯
一
か
つ
基
本
的
な
動
機
で
あ
る
。
政
党
は
公
的
企
業
を
通
し
て
寄

付
金
を
入
手
し
、
親
族
と
党
員
に
雇
用
を
確
保
す
る
。
そ
の
た
め
に

政
党
は
常
に
選
挙
を
闘
う
。
公
的
企
業
は
政
党
に
と
っ
て
戦
勝
品
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
（
選
挙
後
に
）
公
的
企
業
の
経
営
幹
部
の
ポ
ス

ト
を
公
然
と
山
分
け
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
示
さ
れ
て
い
る（

（2
（

」。

Ｔ
Ｉ
Ｂ
ｉ
Ｈ
に
よ
る
と
、
大
き
な
問
題
は
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ

ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
法
律
は
公
務
員
の
採
用
を
公
募
に
よ
る
選
考
で
行
う
よ

う
に
義
務
付
け
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
方
法
に
よ
り

職
員
の
採
用
を
行
う
か
に
つ
い
て
は
事
業
主
で
あ
る
公
的
機
関
と

公
的
企
業
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
内
部
規
定
に
よ
り
公
募
の

実
施
を
義
務
づ
け
て
も
よ
い
し
、
そ
の
よ
う
な
内
規
を
定
め
な
く
と

も
よ
い
。
し
た
が
っ
て
、
公
募
に
よ
ら
な
い
職
員
採
用
を
行
っ
て

も
法
律
の
規
定
に
反
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
Ｔ
Ｉ
Ｂ
ｉ
Ｈ
が

二
〇
一
四
年
に
公
的
機
関
と
公
的
企
業
に
対
し
て
実
施
し
た
調
査
に

よ
る
と
、
回
答
の
あ
っ
た
組
織
の
六
割
は
公
募
の
実
施
を
内
部
規
定

に
よ
っ
て
定
め
て
い
な
か
っ
た
。
法
律
は
公
的
機
関
と
公
的
企
業
に

対
し
職
員
の
採
用
を
行
う
際
に
は
就
業
斡
旋
所
に
届
け
出
を
す
る
よ

う
に
義
務
づ
け
て
い
る
が
、
こ
れ
を
公
示
し
、
公
告
す
る
こ
と
を
義

務
づ
け
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
職
員
採
用
が
公
募
に
よ
る
選
考
で

行
わ
れ
な
い
場
合
、
職
員
募
集
の
情
報
が
一
般
市
民
の
眼
に
届
き
に

く
く
な
っ
て
い
る（

（2
（

。

し
か
し
、
狭
い
地
域
社
会
の
中
で
は
だ
れ
が
ど
こ
に
就
職
し
た
か

と
い
う
こ
と
は
す
ぐ
に
知
れ
渡
る
。
そ
こ
で
の
就
職
の
正
当
性
に
疑

い
の
目
を
向
け
る
人
々
も
多
い
。
Ｔ
Ｉ
Ｂ
ｉ
Ｈ
は
無
料
の
法
律
相
談

セ
ン
タ
ー
を
常
設
し
て
い
る
が
、
市
民
か
ら
受
け
る
相
談
の
中
で
最

も
数
が
多
い
の
は
公
務
員
の
採
用
に
関
す
る
苦
情
で
あ
る
と
い
う
。

言
い
換
え
る
と
、
公
募
に
よ
る
選
考
が
実
施
さ
れ
ず
、
家
族
・
親
族
、

友
人･

知
人
、政
党
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
に
基
づ
い
て
採
用
が
決
ま
り
、

職
権
乱
用
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ク
ロ
ア
チ
ア
と
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
で
蔓
延
す
る
縁

故
主
義
的
な
採
用
は
両
国
の
経
済
と
社
会
に
深
刻
な
悪
影
響
を
与
え

て
い
る
。
第
一
に
公
的
セ
ク
タ
ー
の
雇
用
の
肥
大
化
で
あ
る
。
厳
し

い
就
職
難
の
中
で
は
公
的
セ
ク
タ
ー
で
の
仕
事
は
羨
望
の
的
で
あ
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り
、
縁
故
主
義
と
政
党
雇
用
の
絶
好
の
標
的
に
な
る
。
こ
れ
は
数
字

に
表
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年
に
公
的
企
業
を
除
い
た
こ
の
国
の

公
的
セ
ク
タ
ー
の
被
雇
用
者
は
約
一
六
万
五
〇
〇
〇
人
で
あ
っ
た

が
、
二
〇
一
五
年
に
こ
れ
は
約
一
九
万
人
に
増
加
し
た
。
七
年
間
に

二
万
五
〇
〇
〇
人
の
増
加
で
あ
り
、
平
均
す
る
と
毎
年
三
五
〇
〇
人

程
度
増
加
し
た（

（2
（

。
Ｅ
Ｕ
委
員
会
の
分
析
に
よ
る
と
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル

ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
公
的
セ
ク
タ
ー
職
員
の
三
〇
％
、
六
万
人
は
余
剰

人
員
で
あ
る
。ク
ロ
ア
チ
ア
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
増
加
で
は
な
い
が
、

二
〇
一
五
年
末
に
政
権
交
代
が
あ
り
、
二
〇
一
七
年
末
の
国
家
公
務

員
の
数
は
二
年
前
に
比
べ
て
二
〇
〇
〇
人
増
加
し
て
い
る（

（2
（

。

第
二
に
縁
故
採
用
で
は
専
門
的
な
資
格
や
能
力
は
無
視
さ
れ
、
縁

故
の
有
無
に
よ
っ
て
の
み
採
用
が
決
ま
る
。
も
し
能
力
的
に
問
題
が

あ
る
人
が
採
用
さ
れ
、
仕
事
を
十
分
に
遂
行
で
き
な
い
場
合
に
は
組

織
や
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
大
き
な
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
。
職

位
が
高
位
で
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
あ
る
ほ
ど
迷
惑
の
程
度
は
大
き

く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
大
き
な
失
敗
や
損
失
を
招
き
か
ね
な
い
。
実

際
、
こ
の
国
の
各
地
を
回
っ
て
住
民
に
話
を
聞
い
て
い
る
と
、「
行

政
の
中
に
は
能
力
に
合
わ
な
い
仕
事
を
し
て
い
る
職
員
が
い
る
の
で

困
る
」
と
い
う
声
を
聞
く
こ
と
が
あ
る
。

第
三
に
縁
故
主
義
的
な
採
用
が
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
い
く
ら
能

力
や
資
格
が
あ
っ
て
も
有
力
な
縁
故
が
な
け
れ
ば
仕
事
に
就
く
こ
と

が
で
き
な
い
。
こ
れ
は
自
ら
努
力
を
し
、
資
格
や
能
力
を
身
に
つ
け

た
人
に
と
っ
て
は
や
り
き
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。
ク
ロ
ア
チ
ア
と
ボ

ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
で
は
若
年
世
代
の
就
職
難
が
大
き
な

問
題
で
あ
る
が
、
就
職
に
結
び
つ
く
縁
故
を
も
た
な
い
人
々
の
中
で

は
国
内
で
の
就
職
を
あ
き
ら
め
て
国
を
出
て
行
く
こ
と
を
選
択
す
る

者
が
増
え
て
い
る
。

ウ
ェ
ッ
ブ
サ
イ
ト
や
新
聞
に
は
外
国
で
の
高
収
入
の
就
職
を
仲
介

す
る
業
者
の
広
告
が
あ
ふ
れ
て
お
り
、
縁
故
を
も
た
な
い
若
者
は
こ

れ
に
応
募
す
る
形
で
出
て
行
く
こ
と
が
多
い
。
両
国
で
は
政
党
や
政

治
家
と
の
縁
故
を
も
つ
者
と
も
た
な
い
者
の
間
に
大
き
な
社
会
的
分

断
が
あ
る
。
近
年
、
両
国
で
国
外
移
住
者
が
増
え
て
い
る
背
景
に
は

こ
の
よ
う
な
国
内
的
要
因
が
あ
る
。

六
　
お
わ
り
に

以
上
、ポ
ー
ラ
ン
ド
、ク
ロ
ア
チ
ア
、ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ

ナ
の
移
民
問
題
を
見
て
き
た
。
経
済
発
展
が
続
く
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は

労
働
力
不
足
が
深
刻
で
あ
り
、
い
か
に
外
国
人
労
働
者
を
確
保
す
る

か
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
西
欧
社
会
と
共
通
す
る

問
題
で
あ
る
。反
対
に
ク
ロ
ア
チ
ア
と
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ

ナ
で
は
国
外
移
住
者
の
増
加
に
い
か
に
歯
止
め
を
か
け
る
か
が
課
題

で
あ
る
。
現
在
の
ペ
ー
ス
で
国
外
移
住
者
が
増
加
す
れ
ば
、
人
口
の

減
少
が
加
速
し
、
国
力
の
衰
退
を
招
く
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

ク
ロ
ア
チ
ア
と
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
で
は
社
会
保

障
制
度
、
と
く
に
年
金
制
度
の
維
持
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。
両
国
で
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は
年
金
受
給
者
の
数
は
年
々
増
加
し
、
現
役
世
代
の
数
（
被
保
険
者

数
）
に
接
近
し
つ
つ
あ
る
。
年
金
受
給
者
と
被
保
険
者
数
の
比
率

は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
で
は
一
対
一
・
二
四
（
二
〇
一
八
年
一
〇
月
）
で
あ

る（
（2
（

。
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
で
は
、
ボ
ス
ニ
ア
連
邦
が
一

対
一
・
一
四
（
二
〇
一
五
年
八
月（

（2
（

）、
セ
ル
ビ
ア
人
共
和
国
が
一
対
一
・

一
五
（
二
〇
一
七
年
一
二
月（

（2
（

）
で
あ
る
。
超
高
齢
社
会
に
突
入
し
て

い
る
日
本
で
も
公
的
年
金
の
受
給
者
数
と
被
保
険
者
数
の
比
率
は
一

対
一
・
六
八
（
二
〇
一
六
年
一
二
月
）
で
あ
る（

（2
（

。
ク
ロ
ア
チ
ア
と
ボ
ス

ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
年
金
制
度
が
い
か
に
苦
境
に
あ
る
か

が
推
察
で
き
る
だ
ろ
う
。
財
政
難
の
た
め
年
金
の
支
給
額
は
極
め
て

低
い
。
二
〇
一
七
年
の
ク
ロ
ア
チ
ア
の
年
金
の
平
均
支
給
月
額
は
約

二
三
〇
〇
ク
ー
ナ
（
三
万
九
一
〇
〇
円
）
で
あ
り
、
こ
れ
は
ド
イ
ツ

で
五
年
働
く
と
支
給
さ
れ
る
老
齢
年
金
と
同
程
度
の
水
準
で
あ
る
と

い
わ
れ
る（

（2
（

。
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
で
は
も
っ
と
給
付
水

準
は
低
い
。
二
〇
一
七
年
の
年
金
の
平
均
支
給
月
額
は
ボ
ス
ニ
ア
連

邦
で
三
七
一
兌
換
マ
ル
ク
（
二
万
三
七
四
四
円
）、
セ
ル
ビ
ア
人
共
和

国
で
三
五
一
兌
換
マ
ル
ク
（
二
万
二
四
六
四
円
）
に
過
ぎ
な
い
。
両

国
と
も
に
年
金
生
活
者
は
非
常
に
苦
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

第
三
者
か
ら
見
る
と
国
外
移
住
者
の
増
加
、
と
く
に
若
い
世
代
の

国
外
流
出
は
非
常
に
由
々
し
き
問
題
に
映
る
が
、
両
国
と
も
に
政
府

の
対
応
は
鈍
い
。
そ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
。
一
つ
に
は
一
九
九
〇
年
代

に
起
こ
っ
た
内
戦
で
は
両
国
と
も
に
多
数
の
難
民
・
避
難
民
を
出
し

た
。
と
く
に
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
で
は
人
口
の
半
数

（
二
〇
〇
万
人
超
）
が
難
民
・
避
難
民
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
比
べ
る

と
近
年
の
国
外
移
住
者
数
は
知
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
に
は
、
国
を

捨
て
て
い
く
国
民
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
為
政
者
に
と
っ
て
は
「
不

都
合
な
真
実
」
で
あ
る
。
そ
の
背
景
を
探
る
と
政
党
雇
用
の
問
題
に

加
え
て
社
会
的
な
不
正
や
政
治
家
の
汚
職
・
腐
敗
の
問
題
が
あ
り
、

政
治
家
に
と
っ
て
は
触
れ
た
く
な
い
あ
ま
た
の
問
題
が
浮
か
び
上

が
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

し
か
し
、
当
面
の
大
き
な
要
因
は
失
業
問
題
が
緩
和
し
て
い
る

こ
と
に
あ
る
。
ク
ロ
ア
チ
ア
で
は
Ｅ
Ｕ
加
盟
直
前
の
二
〇
一
三
年

六
月
に
就
業
斡
旋
局
に
三
一
万
八
一
一
〇
人
の
失
業
者
が
登
録
さ

れ
て
い
た
。
し
か
し
、
五
年
後
の
二
〇
一
八
年
六
月
に
は
そ
の
数

は
一
三
万
八
三
八
三
人
に
減
少
し
た
。
約
一
八
万
人
、
五
六
％
の
減

少
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
労
働
統
計
で
あ
る
「
労
働
力
調
査
」
の

結
果
で
も
失
業
者
数
は
一
二
万
六
〇
〇
〇
人
減
少
し
、
雇
用
者
数
は

二
〇
万
人
増
加
し
た
。
二
〇
一
五
年
に
ク
ロ
ア
チ
ア
は
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
後
か
ら
続
い
た
長
い
景
気
後
退
の
ト
ン
ネ
ル
を
脱
し
た
。

現
在
も
景
気
拡
大
の
ト
レ
ン
ド
は
継
続
し
て
い
る
。
と
く
に
観
光
業

は
好
調
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
雇
用
者
が
増
え
て
い
る
。
国
外
移

住
者
の
増
加
と
国
内
の
雇
用
者
増
加
が
相
ま
っ
て
ク
ロ
ア
チ
ア
で
は

失
業
者
数
が
大
幅
に
減
少
し
た
。

も
う
一
方
の
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
で
も
失
業
者
数
は

減
少
し
て
い
る
。「
労
働
力
調
査
」
に
よ
る
と
、
二
〇
一
三
年
四
月

に
三
一
万
一
〇
〇
〇
人
を
数
え
た
失
業
者
数
は
二
〇
一
八
年
四
月
に
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一
八
万
五
〇
〇
〇
人
に
減
少
し
た
。
た
だ
し
、
ク
ロ
ア
チ
ア
と
異
な

る
の
は
こ
の
間
に
雇
用
者
数
が
増
加
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
は
全
く
同
じ
水
準
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、生
産
年
齢
人
口（
一
五

歳
か
ら
六
四
歳
の
人
口
）
は
こ
の
間
に
二
七
万
二
〇
〇
〇
人
も
減
少

し
た
。
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
は
六
五
歳
以
上
に
な
っ
た
人
の
退

出
も
あ
る
。
そ
こ
で
六
五
歳
以
上
人
口
の
増
加
分
の
六
万
九
〇
〇
〇

人
を
差
し
引
く
と
二
〇
万
三
〇
〇
〇
人
の
純
減
で
あ
る
。
こ
れ
は
国

外
移
住
者
の
増
加
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

国
外
移
住
者
の
増
加
に
は
医
療
従
事
者
な
ど
「
頭
脳
流
出
」
の
問

題
が
あ
る
が
、
ク
ロ
ア
チ
ア
と
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
で

は
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
失
業
問
題
が
緩
和
し
て
い
る
と
い
う
状
況

が
あ
り
、
現
状
で
は
政
府
は
何
も
対
策
を
取
ろ
う
と
し
て
い
な
い
。

し
か
し
長
期
的
に
必
ず
影
響
が
出
る
問
題
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
今
後
も
注
視
し
て
い
き
た
い
。

最
後
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ

ヴ
ィ
ナ
の
三
国
に
共
通
す
る
問
題
を
一
つ
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ

れ
は
一
五
歳
以
上
の
人
口
で
労
働
力
化
し
て
い
る
人
口
の
比
率
、
つ

ま
り
労
働
力
率
（
労
働
参
加
率
）
の
低
さ
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う

労
働
力
化
と
は
労
働
市
場
へ
の
参
加
を
意
味
し
、
就
業
し
て
い
る

者
だ
け
で
な
く
求
職
中
の
者
（
失
業
者
）
も
含
ま
れ
る
。
労
働
可

能
人
口
の
中
で
中
核
的
な
労
働
年
齢
と
な
る
一
五
歳
か
ら
六
四
歳

ま
で
の
人
口
（
生
産
年
齢
人
口
）
の
労
働
力
率
を
各
国
の
労
働
力

調
査
に
よ
っ
て
調
べ
る
と
、
そ
れ
は
二
〇
一
六
年
に
ポ
ー
ラ
ン
ド

六
八
・
八
％
、
ク
ロ
ア
チ
六
五
・
一
％
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ

ヴ
ィ
ナ
五
四
・
二
％
で
あ
る
。
西
欧
諸
国
は
概
し
て
七
五
％
前
後
で

あ
り
、
中
で
も
ド
イ
ツ
の
労
働
力
率
は
七
八
％
と
高
い
。
日
本
は

七
六
・
九
％
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
ク
ロ
ア
チ
ア

の
労
働
力
率
は
西
欧
諸
国
に
比
べ
る
と
相
当
低
く
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ

ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
で
は
一
段
と
低
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

な
ぜ
こ
の
三
国
で
は
労
働
力
率
が
低
い
の
か
。
そ
の
大
き
な
要

因
は
比
較
的
若
い
年
齢
で
退
職
す
る
者
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
表

３
と
表
４
を
み
て
い
た
だ
き
た
い
。
い
ず
れ
の
国
も
働
き
盛
り
の

年
齢
層
の
労
働
力
率
は
比
較
的
高
い
。
そ
れ
が
高
年
齢
層
に
な
る

と
急
落
す
る
。
た
と
え
ば
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
二
〇
一
六
年
に
二
五

歳
か
ら
五
四
歳
の
労
働
力
率
は
八
四
・
九
％
と
高
い
。
実
際
に
仕
事

を
し
て
い
る
比
率
、
つ
ま
り
就
業
率
も
八
〇
・
二
％
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
五
五
歳
か
ら
六
四
歳
に
な
る
と
、
労
働
力
率
は
五
八
・
五
％
、

就
業
率
は
五
五
・
七
％
に
低
下
す
る
。
ク
ロ
ア
チ
ア
で
も
二
〇
一
六

年
に
二
五
歳
か
ら
四
九
歳
の
労
働
力
率
は
八
四
・
四
％
、
就
業
率
は

七
二
・
三
％
と
高
い
が
、
五
〇
歳
か
ら
六
四
歳
に
な
る
と
労
働
力
率

は
五
一
・
〇
％
、
就
業
率
は
四
七
・
一
％
に
低
下
す
る
。
ボ
ス
ニ
ア
・

ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
で
も
二
〇
一
六
年
に
二
五
歳
か
ら
四
九
歳
の
労

働
力
率
は
七
三
・
二
％
、
就
業
率
は
五
四
・
四
％
で
あ
る
が
、
五
〇

歳
か
ら
六
四
歳
に
な
る
と
労
働
力
率
は
五
一
・
〇
％
、
就
業
率
は

四
四
・
七
％
と
大
き
く
低
下
す
る
。
と
く
に
ク
ロ
ア
チ
ア
と
ボ
ス
ニ

ア･

ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
で
は
女
性
は
早
期
に
労
働
市
場
か
ら
リ
タ
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イ
ア
す
る
傾
向
が
強
い
。
二
〇
一
六
年

に
ク
ロ
ア
チ
ア
で
は
五
〇
歳
か
ら
六
四

歳
の
女
性
の
労
働
力
率
は
四
五
・
九
％
、

就
業
率
は
三
九
・
七
％
で
あ
り
、
ボ
ス

ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
で
は
五
五

歳
か
ら
六
四
歳
の
女
性
の
労
働
力
率
は

三
一
・
六
％
、
就
業
率
は
二
五
・
二
％
と

極
端
に
低
い
。

こ
の
三
国
で
早
期
に
退
職
す
る
者
が

多
い
の
は
複
合
的
な
要
因
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
が
、
一
つ
に
は
地
域
性
や
国

民
性
の
要
因
が
あ
る
。
と
く
に
東
欧
諸

国
で
は
社
会
主
義
の
時
代
か
ら
の
習
慣

が
あ
り
、
早
め
に
仕
事
を
辞
め
て
年
金

生
活
者
に
な
り
、
悠
々
自
適
の
セ
カ
ン

ド
ラ
イ
フ
を
楽
し
み
た
い
人
が
多
い
。

す
で
に
み
た
よ
う
に
ク
ロ
ア
チ
ア
と
ボ

ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
よ
う

な
国
で
は
で
は
そ
も
そ
も
雇
用
機
会
が

少
な
い
こ
と
が
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
労
働
者
の
早
期
退
職
は
若
年

世
代
の
雇
用
を
促
進
す
る
効
果
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ポ
ー
ラ
ン

表３　東欧三国の性別年齢別の労働力率（2016 年）
ポーランド クロアチア ボスニア・ヘルツェゴヴィナ

男女計 男性 女性 男女計 男性 女性 男女計 男性 女性

全年齢 56.2 64.8 48.3 51.1 57.4 46.0 43.1 54.9 32.1 

15-64 68.8 75.7 62.6 65.1 69.7 61.6 54.2 66.2 41.9 

15-24 34.5 39.8 28.9 35.5 40.5 32.5 30.2 38.1 23.3 

25-54 84.9 90.8 86.6 

25-49 84.4 87.2 81.9 73.2 86.0 60.0 

50-64 51.0 57.8 45.9 43.7 57.4 31.6 

55-64 58.5 58.6 58.2 

65 以上 7.8 8.4 7.6 3.0 4.7 1.9 5.3 8.6 3.7 

資料：�各国の労働力調査（Labor Force Survey）および OECD.Stat, Labour force participation rate 
2006-2016．

表４　東欧三国の性別年齢別の就業率（2016 年）
ポーランド クロアチア ボスニア・ヘルツェゴヴィナ

男女計 男性 女性 男女計 男性 女性 男女計 男性 女性

全年齢 52.8 60.9 48.3 43.1 48.4 38.5 32.2 42.5 22.4 

15-64 64.5 71.0 55.9 58.5 51.4 40.2 51.1 29.1 

15-24 28.4 32.8 28.9 24.0 27.7 20.1 13.8 18.3 8.7 

25-54 80.2 86.3 74.5 

25-49 72.3 74.6 69.8 54.4 67.6 40.7 

50-64 44.7 49.9 39.7 36.8 49.0 25.2 

55-64 55.7 55.7 55.9 

65 以上 7.7 8.3 7.4 3.0 4.7 1.9 4.8 5.4 2.6 

資料：�各国の労働力調査（Labor Force Survey）および OECD.Stat, Labour force participation rate 
2006-2016．
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ド
の
よ
う
な
労
働
力
不
足
が
起
こ
っ
て
い
る
国
で
は
高
年
齢
者
の
就

業
継
続
が
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
長
年
の
習
慣
を
変
え
て
高
年
齢
者
に
就
業
を
継
続

し
て
も
ら
う
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
話
で
あ
る
。
表
５
の
よ
う

に
、
勤
勉
な
国
民
性
で
知
ら
れ
る
ド
イ
ツ
で
も
六
五
歳
か
ら
六
九

歳
の
労
働
力
率
は
二
〇
一
六
年
に
一
五
・
五
％
で
あ
り
、
七
〇
歳
か

ら
七
四
歳
に
な
る
と
七
・
一
％
で
あ
る
。
高
齢
者
の
労
働
力
率
が

比
較
的
高
い
イ
ギ
リ
ス
で
も
六
五
歳
か
ら
六
九
歳
の
労
働
力
率
は

二
一
・
四
％
、
七
〇
歳
か
ら
七
四
歳
は
一
〇
・
七
％
に
と
ど
ま
る
。
表

に
は
な
い
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
六
五
歳
か
ら
六
九
歳
の
は
九
・
九
％
、

七
〇
歳
か
ら
七
四
歳
は
三
・
九
％
で
あ
る（

（3
（

。
こ
れ
ら
の
国
で
は
高
齢

者
の
労
働
市
場
へ
の
参
加
が
限
定
さ
れ
て
い
る
の
で
労
働
力
不
足
が

よ
り
強
く
意
識
さ
れ
、
国
外
か
ら
の
労
働
力
供
給
に
頼
る
度
合
い
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

翻
っ
て
日
本
の
数
字
を
み
る
と
、
二
〇
一
六
年
に
六
五
歳
か
ら

六
九
歳
の
労
働
力
率
は
四
四
・
〇
％
、
七
〇
歳
か
ら
七
四
歳
で
は

二
五
・
六
％
で
あ
り
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
高
さ
で
あ
る
。
労
働

力
不
足
に
悩
む
欧
州
諸
国
か
ら
み
れ
ば
う
ら
や
ま
し
い
限
り
の
数
字

で
あ
る
。
日
本
で
は
こ
の
よ
う
な
高
齢
者
の
労
働
力
率
の
高
さ
が
少

子
高
齢
化
に
伴
う
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
を
補
い
、
労
働
力
不
足
の

深
刻
化
を
和
ら
げ
て
き
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

今
後
も
少
子
高
齢
化
に
伴
う
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
は
一
層
い
っ

そ
う
進
む
見
込
ま
れ
る
の
で
、
高
齢
者
の
就
業
継
続
は
さ
ら
に
求
め

表５　英独日の性別年齢別の労働力率（2016 年）
EU28カ国平均 イギリス ドイツ 日本

男女計 男性 女性 男女計 男性 女性 男女計 男性 女性 男女計 男性 女性

15-64 73.2 78.8 67.5 78.1 83.3 73.0 78.0 82.2 73.6 76.9 85.4 68.1 

15-24 42.4 44.9 39.7 61.9 62.6 61.1 49.3 51.0 47.4 44.8 44.6 44.9 

25-54 85.5 91.5 79.6 86.1 92.3 80.0 87.4 92.0 82.7 86.0 95.5 76.3 

55-64 59.1 66.6 52.0 65.9 72.5 59.7 71.3 76.9 65.9 73.6 86.4 61.0 

65-69 12.3 15.9 9.1 21.4 26.0 17.0 15.5 19.4 11.9 44.0 54.8 33.8 

70-74 5.6 7.9 3.7 10.7 14.4 7.3 6.6 9.2 4.3 25.6 33.0 19.1 

75 以上 1.6 2.8 0.8 3.0 4.8 1.6 2.9 4.5 1.7 8.7 13.6 5.6 

資料：�OECD.Stat, Labour force participation rate 2006-2016.
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ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
国
民
経
済
の
維
持
と
い
う
観
点
か

ら
の
要
請
で
あ
る
。
日
本
の
高
齢
者
の
労
働
力
率
の
高
さ
は
働
く
こ

と
を
生
き
が
い
と
す
る
よ
う
な
人
生
観
に
支
え
ら
れ
て
き
た
と
思
う

が
、
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
選
択
は
も
っ
と
多
様
で

あ
っ
て
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
大
事
な
こ
と
は
、
仕
事
で
あ
れ
、
そ
の

他
の
こ
と
で
あ
れ
、
何
か
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
活
動
を
行
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
こ
の
点
か
ら
も
油
井
先
生
と
藤
井
先
生
に
は
退
職
後
も
多
方
面

で
ご
活
躍
い
た
だ
き
、後
進
の
刺
激
に
な
ら
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。
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し
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い
。
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報
道
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閲
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最
終
閲
覧
日
二
〇
一
八
年
九
月
三
〇
日
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2013. godine do danas iz BiH
 iselilo 150 hiljada ljudi

”, K
lix.ba, 

30.10.2017, 
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w
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二
〇
一
三
年
一
〇
月
に
ク
ロ
ア
チ
ア
の
職
業
仲
介
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト

（Posao.hr

）
が
実
施
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
（
一
四
三
三
名
が
回
答
）

も
同
様
の
結
果
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
に
よ
る
と
、
縁
故
に
よ
っ
て

決
ま
る
就
職
が
最
も
多
い
と
回
答
し
た
者
は
全
体
の
七
四
・
八
％
で
あ
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
、
公
募
に
よ
る
選
考
が
最
も
多
い
と
答
え
た
者
は
一
・

五
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
縁
故
に
基
づ
き
就
職
し
た
者
を
個
人

的
に
知
っ
て
い
る
か
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
知
っ
て
い
る
と
回
答
し
た
者

は
八
八
・
二
％
に
達
し
た
。
事
ほ
ど
さ
よ
う
に
縁
故
に
基
づ
く
就
職
は
こ

の
国
で
は
日
常
茶
飯
の
出
来
事
に
な
っ
て
い
る
。
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以
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中
央
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縁
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。
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〇
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〇
年
に
ボ
ス
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ア
連
邦
で
政
権
政
党
に
な
っ
た
際
に
国
家
機
関

で
縁
故
主
義
的
な
採
用
人
事
を
数
多
く
行
っ
た
た
め
、
メ
デ
ィ
ア
の
批
判

に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ブ
ラ
ダ
リ
ッ
チ
の
縁
故
主
義
に
対

す
る
批
判
は
自
分
の
所
属
政
党
に
も
向
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

二
〇
一
四
年
の
中
央
議
会
の
民
族
院
選
挙
で
は
社
会
民
主
党
は
得
票
率
が

伸
び
ず
、
獲
得
議
席
が
ゼ
ロ
に
な
り
、
ブ
ラ
ダ
リ
ッ
チ
自
身
も
再
選
さ
れ

な
か
っ
た
。
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〇
〇
〇
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。
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れ
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し
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国
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と
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で
六
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五
％
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が
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こ
と
に
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る
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